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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のコンテンツデータを処理する情報処理装置において、
　前記第１のコンテンツデータの処理を行う処理手段と、
　前記処理手段を制御するための付加情報を収集する収集手段と、
　前記収集手段により収集された前記付加情報に関連する情報を格納する記憶手段と、
　前記記憶手段により記憶された前記付加情報に関連する情報に基づいて、前記処理手段
を制御する制御手段と
　を備え、
　前記収集手段は、複数のユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されている前記付加
情報を収集し、
　前記処理手段により処理される前記第１のコンテンツデータは、複数の前記ユーザに提
供されるコンテンツデータである
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記記憶手段により記憶された前記付加情報に関連する情報を演算処理する演算処理手
段を更に備え、
　前記制御手段は、前記演算処理手段により演算処理された前記付加情報に関連する情報
に基づいて、前記処理手段を制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。



(2) JP 4048835 B2 2008.2.20

10

20

30

40

50

【請求項３】
　前記記憶手段は、前記演算処理手段による演算処理結果を更に格納する
　ことを特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記処理手段により処理された前記第１のコンテンツデータの表示を制御する表示制御
手段
　を更に備えることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記付加情報は、前記ユーザが過去に視聴した第２のコンテンツデータの画質の嗜好に
関する情報を含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記付加情報には、前記嗜好に関する情報が収集されたときに前記ユーザが参照してい
た前記第２のコンテンツデータのカテゴリ情報が対応付けられて更に含まれており、
　前記制御手段は、前記記憶手段により記憶された前記付加情報に関連する情報のうち、
複数の前記ユーザに提供される前記第１のコンテンツデータのカテゴリに合致した前記付
加情報を基に、前記処理手段を制御する
　ことを特徴とする請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　複数の前記ユーザが保有する前記他の情報処理装置に記憶されている前記付加情報は、
それぞれの前記ユーザが過去に視聴した第２のコンテンツデータの画質に対して、前記ユ
ーザが行った画質調整の調整値に関する情報を含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記演算処理手段による演算処理結果を複数の前記ユーザが保有する前記他の情報処理
装置にそれぞれ出力する出力手段
　を更に備えることを特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　複数の前記ユーザが保有する前記他の情報処理装置を装着して、前記他の情報処理装置
と情報を授受する装着手段を更に備え、
　前記収集手段は、前記装着手段に装着された前記他の情報処理装置に記憶されている前
記付加情報を収集する
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記記憶手段により記憶された前記付加情報に関連する情報を演算処理する演算処理手
段と、
　前記演算処理手段による演算処理結果を複数の前記ユーザが保有する前記他の情報処理
装置にそれぞれ出力する出力手段と
　を更に備え、
　前記出力手段は、前記装着手段に装着された前記他の情報処理装置に前記演算処理手段
による演算処理結果を出力する
　ことを特徴とする請求項９に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　所定のネットワークを介して情報を授受する情報授受手段を更に備え、
　前記収集手段は、前記情報授受手段により、前記所定のネットワークを介して、前記他
の情報処理装置に記憶されている前記付加情報を収集する
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記記憶手段により記憶された前記付加情報に関連する情報を演算処理する演算処理手
段と、
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　前記演算処理手段による演算処理結果を複数の前記ユーザが保有する前記他の情報処理
装置にそれぞれ出力する出力手段と
　を更に備え、
　前記出力手段は、前記情報授受手段により、前記所定のネットワークを介して、前記他
の情報処理装置に前記演算処理手段による演算処理結果を出力する
　ことを特徴とする請求項１１に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　コンテンツデータを処理する情報処理装置の情報処理方法において、
　前記コンテンツデータの処理を行う処理ステップと、
　前記処理ステップの処理を制御するための付加情報を収集する収集ステップと、
　前記収集ステップの処理により収集された前記付加情報に関連する情報の格納を制御す
る記憶制御ステップと、
　前記記憶制御ステップの処理により記憶が制御された前記付加情報に関連する情報に基
づいて、前記処理ステップの処理を制御する制御ステップと
　を含み、
　前記収集ステップの処理では、複数のユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されて
いる前記付加情報を収集し、
　前記処理ステップの処理により処理される前記コンテンツデータは、複数の前記ユーザ
に提供されるコンテンツデータである
　ことを特徴とする情報処理方法。
【請求項１４】
　コンテンツデータを処理する情報処理装置用のプログラムであって、
　前記コンテンツデータの処理を行う処理ステップと、
　前記処理ステップの処理を制御するための付加情報を収集する収集ステップと、
　前記収集ステップの処理により収集された前記付加情報に関連する情報の格納を制御す
る記憶制御ステップと、
　前記記憶制御ステップの処理により記憶が制御された前記付加情報に関連する情報に基
づいて、前記処理ステップの処理を制御する制御ステップと
　を含み、
　前記収集ステップの処理では、複数のユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されて
いる前記付加情報を収集し、
　前記処理ステップの処理により処理される前記コンテンツデータは、複数の前記ユーザ
に提供されるコンテンツデータである
　ことを特徴とするコンピュータが読み取り可能なプログラムが記録されている記録媒体
。
【請求項１５】
　コンテンツデータを処理する情報処理装置を制御するコンピュータが実行可能なプログ
ラムであって、
　前記コンテンツデータの処理を行う処理ステップと、
　前記処理ステップの処理を制御するための付加情報を収集する収集ステップと、
　前記収集ステップの処理により収集された前記付加情報に関連する情報の格納を制御す
る記憶制御ステップと、
　前記記憶制御ステップの処理により記憶が制御された前記付加情報に関連する情報に基
づいて、前記処理ステップの処理を制御する制御ステップと
　を含み、
　前記収集ステップの処理では、複数のユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されて
いる前記付加情報を収集し、
　前記処理ステップの処理により処理される前記コンテンツデータは、複数の前記ユーザ
に提供されるコンテンツデータである
　ことを特徴とするプログラム。
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【請求項１６】
　同一の第１のコンテンツデータの複数の表示場所のうち、
適当な前記表示場所をユーザに案内するための処理を実行する情報処理装置において、
　複数の画質で表示される同一の前記第１のコンテンツデータのそれぞれの前記表示場所
に関する情報を記憶する第１の記憶手段と、
　複数の前記ユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報を収集する収
集手段と、
　前記第１の記憶手段により記憶された前記表示場所に関する情報、および、前記収集手
段により収集された前記付加情報に基づいて、複数の画質で表示される前記第１のコンテ
ンツデータのうち、対応するユーザの嗜好に合致した画質で前記第１のコンテンツデータ
が表示される前記表示場所を判定する判定手段と、
　前記判定手段による判定結果を表示する表示手段と
　を備え、
　前記付加情報は、前記ユーザが視聴するコンテンツデータの画質の嗜好に関する情報を
含む
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項１７】
　前記収集手段により収集された前記付加情報を格納する第２の記憶手段
　を更に備えることを特徴とする請求項１６に記載の情報処理装置。
【請求項１８】
　前記付加情報には、前記嗜好に関する情報が収集されたときに前記ユーザが参照してい
た第２のコンテンツデータのカテゴリ情報が対応付けられて更に含まれており、
　前記判定手段は、前記収集手段により収集された前記付加情報のうち、前記第１のコン
テンツデータのカテゴリに合致した前記付加情報を基に、対応するユーザの嗜好に合致し
た画質で前記第１のコンテンツデータが表示される前記表示場所を判定する
　ことを特徴とする請求項１６に記載の情報処理装置。
【請求項１９】
　複数の前記ユーザが保有する前記他の情報処理装置に記憶されている前記付加情報は、
過去にそれぞれの前記ユーザが参照した第２のコンテンツデータの表示画質に対して、前
記ユーザが行った画質調整の調整値に関する情報を含む
　ことを特徴とする請求項１６に記載の情報処理装置。
【請求項２０】
　前記ユーザが保有する前記他の情報処理装置に記憶されている前記付加情報を更新する
ための情報を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された前記情報を前記ユーザが保有する前記他の情報処理装置
に出力する出力手段と
　を更に備えることを特徴とする請求項１６に記載の情報処理装置。
【請求項２１】
　前記ユーザが保有する前記他の情報処理装置を装着して情報を授受する装着手段を更に
備え、
　前記収集手段は、前記装着手段に装着された前記他の情報処理装置に記憶されている前
記付加情報を収集する
　ことを特徴とする請求項１６に記載の情報処理装置。
【請求項２２】
　前記ユーザが保有する前記他の情報処理装置に記憶されている前記付加情報を更新する
ための情報を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された前記情報を前記ユーザが保有する前記他の情報処理装置
に出力する出力手段と
　を更に備え、
　前記出力手段は、前記装着手段に装着された前記他の情報処理装置に、前記取得手段に
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より取得された前記情報を出力する
　ことを特徴とする請求項２１に記載の情報処理装置。
【請求項２３】
　所定のネットワークを介して情報を授受する情報授受手段を更に備え、
　前記収集手段は、前記情報授受手段により、前記所定のネットワークを介して、前記他
の情報処理装置に記憶されている前記付加情報を収集する
　ことを特徴とする請求項１６に記載の情報処理装置。
【請求項２４】
　前記ユーザが保有する前記他の情報処理装置に記憶されている前記付加情報を更新する
ための情報を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された前記情報を前記ユーザが保有する前記他の情報処理装置
に出力する出力手段と
　を更に備え、
　前記出力手段は、前記情報授受手段により、前記所定のネットワークを介して、前記他
の情報処理装置に前記取得手段により取得された前記情報を出力する
　ことを特徴とする請求項２３に記載の情報処理装置。
【請求項２５】
　同一のコンテンツデータの複数の表示場所のうち、適当な前記表示場所をユーザに案内
するための処理を実行する情報処理装置の情報処理方法において、
　複数の画質で表示される同一の前記コンテンツデータのそれぞれの前記表示場所に関す
る情報の記憶を制御する記憶制御ステップと、
　複数の前記ユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報を収集する収
集ステップと、
　前記記憶制御ステップの処理により記憶が制御された前記表示場所に関する情報、およ
び、前記収集ステップの処理により収集された前記付加情報に基づいて、複数の画質で表
示される前記コンテンツデータのうち、対応するユーザの嗜好に合致した画質で前記コン
テンツデータが表示される前記表示場所を判定する判定ステップと、
　前記判定ステップの処理による判定結果を表示する表示ステップと
　を含み、
　前記付加情報は、前記ユーザが視聴するコンテンツデータの画質の嗜好に関する情報を
含む
　ことを特徴とする情報処理方法。
【請求項２６】
　同一のコンテンツデータの複数の表示場所のうち、適当な前記表示場所をユーザに案内
するための処理を実行する情報処理装置用のプログラムであって、
　複数の画質で表示される同一の前記コンテンツデータのそれぞれの前記表示場所に関す
る情報の記憶を制御する記憶制御ステップと、
　複数の前記ユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報を収集する収
集ステップと、
　前記記憶制御ステップの処理により記憶が制御された前記表示場所に関する情報、およ
び、前記収集ステップの処理により収集された前記付加情報に基づいて、複数の画質で表
示される前記コンテンツデータのうち、対応するユーザの嗜好に合致した画質で前記コン
テンツデータが表示される前記表示場所を判定する判定ステップと、
　前記判定ステップの処理による判定結果を表示する表示ステップと
　を含み、
　前記付加情報は、前記ユーザが視聴するコンテンツデータの画質の嗜好に関する情報を
含む
　ことを特徴とするコンピュータが読み取り可能なプログラムが記録されている記録媒体
。
【請求項２７】
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　同一のコンテンツデータの複数の表示場所のうち、適当な前記表示場所をユーザに案内
するための処理を実行する情報処理装置を制御するコンピュータが実行可能なプログラム
であって、
　複数の画質で表示される同一の前記コンテンツデータのそれぞれの前記表示場所に関す
る情報の記憶を制御する記憶制御ステップと、
　複数の前記ユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報を収集する収
集ステップと、
　前記記憶制御ステップの処理により記憶が制御された前記表示場所に関する情報、およ
び、前記収集ステップの処理により収集された前記付加情報に基づいて、複数の画質で表
示される前記コンテンツデータのうち、対応するユーザの嗜好に合致した画質で前記コン
テンツデータが表示される前記表示場所を判定する判定ステップと、
　前記判定ステップの処理による判定結果を表示する表示ステップと
　を含み、
　前記付加情報は、前記ユーザが視聴するコンテンツデータの画質の嗜好に関する情報を
含む
　ことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、情報処理装置および情報処理方法、記録媒体、並びにプログラムに関し、特に
、複数のユーザの画質に対する嗜好情報を利用して画像処理を行ったり、嗜好情報を収集
する場合に用いて好適な、情報処理装置および情報処理方法、記録媒体、並びにプログラ
ムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、オーディオ・ビジュアル指向の高まりから、より高解像度の画像を得ることができ
るようなテレビジョン受信機の開発が望まれ、この要望に応えて、いわゆるハイビジョン
が開発された。ハイビジョンの走査線は、ＮＴＳＣ方式の走査線数が５２５本であるのに
対して、２倍以上の１１２５本である。また、ハイビジョンの縦横比は、ＮＴＳＣ方式の
縦横比が３：４であるのに対して、９：１６となっている。このため、ハイビジョンでは
、ＮＴＳＣ方式に比べて、高解像度で臨場感のある画像を表示することができる。
【０００３】
ハイビジョンは、このように優れた特性を有するが、ＮＴＳＣ方式のビデオ信号をそのま
ま供給しても、ハイビジョンによる画像表示を行うことはできない。これは、上述のよう
に、ＮＴＳＣ方式とハイビジョンとでは規格が異なるからである。
【０００４】
そこで、本出願人は、先に、ＮＴＳＣ方式のビデオ信号に応じた画像をハイビジョン方式
で表示するため、ＮＴＳＣ方式のビデオ信号をハイビジョンのビデオ信号に変換するため
の変換装置を提案した（特開平８－５１５９９号）。この変換装置では、ＮＴＳＣ方式の
ビデオ信号から、ハイビジョンのビデオ信号の注目位置の画素データに対応するブロック
（領域）の画素データを抽出し、このブロックの画素データのレベル分布パターンに基づ
いて、上述の注目位置の画素データの属するクラスを決定し、このクラスに対応して、注
目位置の画素データを生成するようになっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した変換装置において、ハイビジョンのビデオ信号による画像の解像
度は固定されており、従来のコントラストやシャープネス等の調整のように、画像内容等
に応じて、ユーザの好みの解像度とすることができなかった。
【０００６】
そこで、本出願人は、更に、ＮＴＳＣ方式のビデオ信号をハイビジョンのビデオ信号に変
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換する際に、入力されるパラメータの値に対応してハイビジョンのビデオ信号を生成し、
ハイビジョンのビデオ信号によって得られる画像の解像度をユーザが自由に調整し得るも
のを提案した（特開２００１－２３８１８５号）。
【０００７】
この場合、ユーザは画像の解像度を自由に調整し得るが、その調整範囲は固定であり、例
えばその調整範囲の一端側を中心とした調整を行うユーザにとっては、充分な調整範囲が
確保されているとはいえない。すなわち、ユーザの嗜好に合わせた調整が可能となるよう
にすることが望まれる。
【０００８】
また、新たなテレビジョン受信機を開発する場合や、テレビジョン受信機をバージョンア
ップする場合において、テレビジョン受信機が表示する画像の画質を作りこむために、上
述したような、ユーザの嗜好に合わせた調整値のデータは、非常に有効なデータであり、
多くのユーザの調整値のデータを収集することにより、大多数のユーザにとって好ましい
画質を作りこむことが可能となる。
【０００９】
しかしながら、不特定多数のユーザの画質調整値データを収集することは、非常に困難で
あった。例えば、アンケートなどで不特定多数のユーザの嗜好情報を集めることは、膨大
なコストや時間が必要になるため、現実的ではなかった。
【００１０】
また、不特定多数のユーザが同一の画像を鑑賞する、例えば、映画館などにおいては、ユ
ーザ個々の画像の嗜好を反映する技術はなく、ユーザは、提供されるコンテンツを、予め
定められた画質で鑑賞するしかなかった。
【００１１】
本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、不特定多数のユーザの画質の嗜好
を収集し、それを用いて、例えば、映画館などにおいては、ユーザ個々の画像の嗜好を反
映した画像を提供したり、不特定多数のユーザの嗜好情報を集めることができるようにす
るものである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明の第１の情報処理装置は、第１のコンテンツデータの処理を行う処理手段と、処理
手段を制御するための付加情報を収集する収集手段と、収集手段により収集された付加情
報に関連する情報を格納する記憶手段と、記憶手段により記憶された付加情報に関連する
情報に基づいて、処理手段を制御する制御手段とを備え、収集手段は、複数のユーザが保
有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報を収集し、処理手段により処理される
第１のコンテンツデータは、複数のユーザに提供されるコンテンツデータであることを特
徴とする。
【００１３】
記憶手段により記憶された付加情報に関連する情報を演算処理する演算処理手段を更に備
えさせるようにすることができ、制御手段には、演算処理手段により演算処理された付加
情報に関連する情報に基づいて、処理手段を制御させるようにすることができる。
【００１４】
記憶手段には、演算処理手段による演算処理結果を更に格納させるようにすることができ
る。
【００１５】
処理手段により処理された第１のコンテンツデータの表示を制御する表示制御手段を更に
備えさせるようにすることができる。
【００１６】
付加情報には、ユーザが過去に視聴した第２のコンテンツデータの画質の嗜好に関する情
報を含ませるようにすることができる。
【００１７】
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付加情報には、嗜好に関する情報が収集されたときにユーザが参照していた第２のコンテ
ンツデータのカテゴリ情報が対応付けられて更に含まれるようにすることができ、制御手
段には、記憶手段により記憶された付加情報に関連する情報のうち、複数のユーザに提供
される第１のコンテンツデータのカテゴリに合致した付加情報を基に、処理手段を制御さ
せるようにすることができる。
【００２３】
複数のユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報には、それぞれのユ
ーザが過去に視聴した第２のコンテンツデータの画質に対して、ユーザが行った画質調整
の調整値に関する情報を含ませるようにすることができる。
【００２４】
演算処理手段による演算処理結果を複数のユーザが保有する他の情報処理装置にそれぞれ
出力する出力手段を更に備えさせるようにすることができる。
【００２５】
複数のユーザが保有する他の情報処理装置を装着して、他の情報処理装置と情報を授受す
る装着手段を更に備えさせるようにすることができ、収集手段には、装着手段に装着され
た他の情報処理装置に記憶されている付加情報を収集させるようにすることができる。
【００２６】
記憶手段により記憶された付加情報に関連する情報を演算処理する演算処理手段と、演算
処理手段による演算処理結果を複数のユーザが保有する他の情報処理装置にそれぞれ出力
する出力手段とを更に備えさせるようにすることができ、出力手段には、装着手段に装着
された他の情報処理装置に演算処理手段による演算処理結果を出力させるようにすること
ができる。
【００２７】
所定のネットワークを介して情報を授受する情報授受手段を更に備えさせるようにするこ
とができ、収集手段には、情報授受手段により、所定のネットワークを介して、他の情報
処理装置に記憶されている付加情報を収集させるようにすることができる。
【００２８】
記憶手段により記憶された付加情報に関連する情報を演算処理する演算処理手段と、演算
処理手段による演算処理結果を複数のユーザが保有する他の情報処理装置にそれぞれ出力
する出力手段とを更に備えさせるようにすることができ、出力手段には、情報授受手段に
より、所定のネットワークを介して、他の情報処理装置に演算処理手段による演算処理結
果を出力させるようにすることができる。
【００３０】
本発明の第１の情報処理方法は、コンテンツデータの処理を行う処理ステップと、処理ス
テップの処理を制御するための付加情報を収集する収集ステップと、収集ステップの処理
により収集された付加情報に関連する情報の格納を制御する記憶制御ステップと、記憶制
御ステップの処理により記憶が制御された付加情報に関連する情報に基づいて、処理ステ
ップの処理を制御する制御ステップとを含み、収集ステップの処理では、複数のユーザが
保有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報を収集し、処理ステップの処理によ
り処理されるコンテンツデータは、複数のユーザに提供されるコンテンツデータであるこ
とを特徴とする。
【００３１】
本発明の第１の記録媒体に記録されているプログラムは、コンテンツデータの処理を行う
処理ステップと、処理ステップの処理を制御するための付加情報を収集する収集ステップ
と、収集ステップの処理により収集された付加情報に関連する情報の格納を制御する記憶
制御ステップと、記憶制御ステップの処理により記憶が制御された付加情報に関連する情
報に基づいて、処理ステップの処理を制御する制御ステップとを含み、収集ステップの処
理では、複数のユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報を収集し、
処理ステップの処理により処理されるコンテンツデータは、複数のユーザに提供されるコ
ンテンツデータであることを特徴とする。
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【００３２】
本発明の第１のプログラムは、コンテンツデータの処理を行う処理ステップと、処理ステ
ップの処理を制御するための付加情報を収集する収集ステップと、収集ステップの処理に
より収集された付加情報に関連する情報の格納を制御する記憶制御ステップと、記憶制御
ステップの処理により記憶が制御された付加情報に関連する情報に基づいて、処理ステッ
プの処理を制御する制御ステップとを含み、収集ステップの処理では、複数のユーザが保
有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報を収集し、処理ステップの処理により
処理されるコンテンツデータは、複数のユーザに提供されるコンテンツデータであること
を特徴とする。
【００３３】
本発明の第２の情報処理装置は、複数の画質で表示される同一の第１のコンテンツデータ
のそれぞれの表示場所に関する情報を記憶する第１の記憶手段と、複数のユーザが保有す
る他の情報処理装置に記憶されている付加情報を収集する収集手段と、第１の記憶手段に
より記憶された表示場所に関する情報、および、収集手段により収集された付加情報に基
づいて、複数の画質で表示される第１のコンテンツデータのうち、対応するユーザの嗜好
に合致した画質で第１のコンテンツデータが表示される表示場所を判定する判定手段と、
判定手段による判定結果を表示する表示手段とを備え、付加情報は、ユーザが視聴するコ
ンテンツデータの画質の嗜好に関する情報を含むことを特徴とする。
【００３４】
収集手段により収集された付加情報を格納する第２の記憶手段を更に備えさせるようにす
ることができる。
【００３５】
付加情報には、嗜好に関する情報が収集されたときにユーザが参照していた第２のコンテ
ンツデータのカテゴリ情報を対応付けて更に含ませるようにすることができ、判定手段に
は、収集手段により収集された付加情報のうち、第１のコンテンツデータのカテゴリに合
致した付加情報を基に、対応するユーザの嗜好に合致した画質で第１のコンテンツデータ
が表示される表示場所を判定させるようにすることができる。
【００４１】
複数のユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報には、過去にそれぞ
れのユーザが参照した第２のコンテンツデータの表示画質に対して、ユーザが行った画質
調整の調整値に関する情報を含ませるようにすることができる。
【００４２】
ユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報を更新するための情報を取
得する取得手段と、取得手段により取得された情報をユーザが保有する他の情報処理装置
に出力する出力手段とを更に備えさせるようにすることができる。
【００４３】
ユーザが保有する他の情報処理装置を装着して情報を授受する装着手段を更に備えさせる
ようにすることができ、収集手段には、装着手段に装着された他の情報処理装置に記憶さ
れている付加情報を収集させるようにすることができる。
【００４４】
ユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報を更新するための情報を取
得する取得手段と、取得手段により取得された情報をユーザが保有する他の情報処理装置
に出力する出力手段とを更に備えさせるようにすることができ、出力手段には、装着手段
に装着された他の情報処理装置に、取得手段により取得された情報を出力させるようにす
ることができる。
【００４５】
所定のネットワークを介して情報を授受する情報授受手段を更に備えさせるようにするこ
とができ、収集手段には、情報授受手段により、所定のネットワークを介して、他の情報
処理装置に記憶されている付加情報を収集させるようにすることができる。
【００４６】
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ユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報を更新するための情報を取
得する取得手段と、取得手段により取得された情報をユーザが保有する他の情報処理装置
に出力する出力手段とを更に備えさせるようにすることができ、出力手段には、情報授受
手段により、所定のネットワークを介して、他の情報処理装置に取得手段により取得され
た情報を出力させるようにすることができる。
【００４８】
本発明の第２の情報処理方法は、複数の画質で表示される同一のコンテンツデータのそれ
ぞれの表示場所に関する情報の記憶を制御する記憶制御ステップと、複数のユーザが保有
する他の情報処理装置に記憶されている付加情報を収集する収集ステップと、記憶制御ス
テップの処理により記憶が制御された表示場所に関する情報、および、収集ステップの処
理により収集された付加情報に基づいて、複数の画質で表示されるコンテンツデータのう
ち、対応するユーザの嗜好に合致した画質でコンテンツデータが表示される表示場所を判
定する判定ステップと、
判定ステップの処理による判定結果を表示する表示ステップとを含み、付加情報は、ユー
ザが視聴するコンテンツデータの画質の嗜好に関する情報を含むことを特徴とする。
【００４９】
本発明の第２の記録媒体に記録されるプログラムは、複数の画質で表示される同一のコン
テンツデータのそれぞれの表示場所に関する情報の記憶を制御する記憶制御ステップと、
複数のユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報を収集する収集ステ
ップと、記憶制御ステップの処理により記憶が制御された表示場所に関する情報、および
、収集ステップの処理により収集された付加情報に基づいて、複数の画質で表示されるコ
ンテンツデータのうち、対応するユーザの嗜好に合致した画質でコンテンツデータが表示
される表示場所を判定する判定ステップと、判定ステップの処理による判定結果を表示す
る表示ステップとを含み、付加情報は、ユーザが視聴するコンテンツデータの画質の嗜好
に関する情報を含むことを特徴とする。
【００５０】
本発明の第２のプログラムは、複数の画質で表示される同一のコンテンツデータのそれぞ
れの表示場所に関する情報の記憶を制御する記憶制御ステップと、複数のユーザが保有す
る他の情報処理装置に記憶されている付加情報を収集する収集ステップと、記憶制御ステ
ップの処理により記憶が制御された表示場所に関する情報、および、収集ステップの処理
により収集された付加情報に基づいて、複数の画質で表示されるコンテンツデータのうち
、対応するユーザの嗜好に合致した画質でコンテンツデータが表示される表示場所を判定
する判定ステップと、判定ステップの処理による判定結果を表示する表示ステップとを含
み、付加情報は、ユーザが視聴するコンテンツデータの画質の嗜好に関する情報を含むこ
とを特徴とする。
【００５１】
本発明の第１の情報処理装置および情報処理方法、並びにプログラムにおいては、コンテ
ンツデータが処理され、コンテンツデータの処理を制御するための付加情報が収集され、
収集された付加情報に関連する情報が格納され、付加情報に関連する情報に基づいて、コ
ンテンツデータの処理が制御され、複数のユーザが保有する他の情報処理装置に記憶され
ている付加情報が収集され、処理されるコンテンツデータは、複数のユーザに提供される
コンテンツデータである。
【００５２】
本発明の第２の情報処理装置および情報処理方法、並びにプログラムにおいては、複数の
画質で表示される同一の第１のコンテンツデータのそれぞれの表示場所に関する情報が記
憶され、複数のユーザが保有する他の情報処理装置に記憶されている付加情報が収集され
、表示場所に関する情報および付加情報に基づいて、複数の画質で表示される第１のコン
テンツデータのうち、対応するユーザの嗜好に合致した画質で第１のコンテンツデータが
表示される表示場所が判定され、判定結果が表示され、付加情報には、ユーザが視聴する
コンテンツデータの画質の嗜好に関する情報が含まれる。
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【００５３】
【発明の実施の形態】
以下、図を参照して、本発明の実施の形態について説明する。
【００５４】
図１は、テレビジョン受信装置１の構成を示すブロック図である。このテレビジョン受信
装置１は、放送信号より５２５ｉ信号というＳＤ（Standard Definition）信号を得て、
この５２５ｉ信号を１０５０ｉ信号というＨＤ（High Definition）信号に変換し、その
ＨＤ信号による画像を表示するものである。
【００５５】
図２は、５２５ｉ信号および１０５０ｉ信号のあるフレーム（Ｆ）の画素位置関係を示す
ものであり、奇数（ｏ）フィールドの画素位置を実線で示し、偶数（ｅ）フィールドの画
素位置を破線で示している。大きなドットが５２５ｉ信号の画素であり、小さいドットが
１０５０ｉ信号の画素である。図２から分かるように、１０５０ｉ信号の画素データとし
ては、５２５ｉ信号のラインに近い位置のラインデータＬ１，Ｌ１′と、５２５ｉ信号の
ラインから遠い位置のラインデータＬ２，Ｌ２′とが存在する。ここで、Ｌ１，Ｌ２は奇
数フィールドのラインデータ、Ｌ１′，Ｌ２′は偶数フィールドのラインデータである。
また、１０５０ｉ信号の各ラインの画素数は、５２５ｉ信号の各ラインの画素数の２倍で
ある。
【００５６】
図１に戻って、テレビジョン受信装置１の構成について説明する。ユーザは、リモートコ
マンダ２を用いて、テレビジョン受信装置１を操作する。テレビジョン受信装置１は、Ｃ
ＰＵ（Central processing Unit)、ＲＡＭ（Random Access Memory)、およびＲＯＭ（Rea
d Only memory）を含むマイクロコントローラを備え、システム全体の動作を制御するた
めのシステムコントローラ１２と、リモートコントロール信号を受信する信号受信部１１
とを有している。信号受信部１１は、システムコントローラ１２に接続され、リモートコ
マンダ２よりユーザの操作に応じて出力されるリモートコントロール信号を受信し、その
信号に対応する操作信号を、システムコントローラ１２に供給するように構成されている
。
【００５７】
受信アンテナ３は、放送信号（ＲＦ変調信号）を受信する。チューナ１３は、受信アンテ
ナ３で捕らえられた放送信号の供給を受け、システムコントローラ１２から入力される制
御信号に従って、ユーザがリモートコマンダ２を用いて選局したチャンネルを選局する選
局処理を行い、更に、中間周波増幅処理、検波処理等などを行って、上述したＳＤ信号（
５２５ｉ信号）を得る。バッファメモリ１４は、チューナ１３より出力されるＳＤ信号を
一時的に保存する。
【００５８】
持ち運び部１５は、テレビジョン受信装置１から取り外して持ち運び可能なように構成さ
れているか、あるいは、持ち運び部１５を含む基板などが、テレビジョン受信装置１から
取り外して持ち運び可能なように構成されている。持ち運び部１５は、バッファメモリ１
４に一時的に保存されるＳＤ信号（５２５ｉ信号）を、ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）に変
換する画像信号処理を行う。
【００５９】
図３は、持ち運び部１５の更に詳細な構成を示すブロック図である。
【００６０】
持ち運び部１５の第１のタップ選択部４１、第２のタップ選択部４２、および、第３のタ
ップ選択部４３は、バッファメモリ１４に記憶されているＳＤ信号（５２５ｉ信号）より
、ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）における注目位置の周辺に位置する複数のＳＤ画素のデー
タを選択的に取り出して出力する。
【００６１】
第１のタップ選択部４１は、予測に使用するＳＤ画素（以下、「予測タップ」と称する）
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のデータを選択的に取り出すものである。第２のタップ選択部４２は、ＳＤ画素データの
レベル分布パターンに対応するクラス分類に使用するＳＤ画素（以下、「空間クラスタッ
プ」と称する）のデータを選択的に取り出すものである。第３のタップ選択部４３は、動
きに対応するクラス分類に使用するＳＤ画素（以下、「動きクラスタップ」と称する）の
データを選択的に取り出するものである。なお、空間クラスを複数フィールドに属するＳ
Ｄ画素データを使用して決定する場合には、この空間クラスにも動き情報が含まれること
になる。
【００６２】
空間クラス検出部４４は、第２のタップ選択部４２で選択的に取り出された空間クラスタ
ップのデータ（ＳＤ画素データ）のレベル分布パターンを検出し、このレベル分布パター
ンに基づいて空間クラスを検出し、そのクラス情報を出力する。
【００６３】
空間クラス検出部４４では、例えば、各ＳＤ画素データを、８ビットデータから２ビット
データに圧縮するような演算が行われる。そして、空間クラス検出部４４からは、各ＳＤ
画素データに対応した圧縮データが、空間クラスのクラス情報として出力される。本実施
の形態においては、ＡＤＲＣ（Adaptive Dynamic Range Coding）によって、データ圧縮
が行われる。なお、情報圧縮手段としては、ＡＤＲＣ以外にＤＰＣＭ（予測符号化）、Ｖ
Ｑ（ベクトル量子化）等を用いてもよい。
【００６４】
本来、ＡＤＲＣは、ＶＴＲ（Video Tape Recorder）向け高性能符号化用に開発された適
応再量子化法であるが、信号レベルの局所的なパターンを短い語長で効率的に表現できる
ので、上述したデータ圧縮に使用して好適なものである。ＡＤＲＣを使用する場合、空間
クラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）の最大値をＭＡＸ、その最小値をＭＩＮ、空間
クラスタップのデータのダイナミックレンジをＤＲ（＝ＭＡＸ－ＭＩＮ＋１）、再量子化
ビット数をＰとすると、空間クラスタップのデータとしての各ＳＤ画素データｋｉに対し
て、式（１）の演算により、圧縮データとしての再量子化コードｑｉが得られる。ただし
、式（１）において、［　］は切捨て処理を意味している。空間クラスタップのデータと
して、Ｎａ個のＳＤ画素データがあるとき、ｉ＝１乃至Ｎａである。
【００６５】
【数１】

【００６６】
動きクラス検出部４５は、第３のタップ選択部４３で選択的に取り出された動きクラスタ
ップのデータ（ＳＤ画素データ）より、主に、動きの程度を表すための動きクラスを検出
し、そのクラス情報を出力する。
【００６７】
この動きクラス検出部４５では、第３のタップ選択部４３で選択的に取り出された動きク
ラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）ｍｉおよびｎｉからフレーム間差分が算出され、
更に、その差分の絶対値の平均値に対してしきい値処理が行われて、動きの指標である動
きクラスが検出される。すなわち、動きクラス検出部４５は、式（２）によって、差分の
絶対値の平均値ＡＶを算出する。第３のタップ選択部４３で、例えば、上述したように、
１２個のＳＤ画素データｍ１乃至ｍ６およびｎ１乃至ｎ６が取り出されるとき、式（２）
におけるＮｂは６である。
【００６８】
【数２】
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そして、動きクラス検出部４５では、上述したように算出された平均値ＡＶが、１個また
は複数個のしきい値と比較されて、動きクラスのクラス情報ＭＶが得られる。例えば、３
個のしきい値ｔｈ１，ｔｈ２，およびｔｈ３（ｔｈ１＜ｔｈ２＜ｔｈ３）が用意され、４
つの動きクラスが検出される場合、ＡＶ≦ｔｈ１のときはＭＶ＝０、ｔｈ１＜ＡＶ≦ｔｈ
２のときはＭＶ＝１、ｔｈ２＜ＡＶ≦ｔｈ３のときはＭＶ＝２、ｔｈ３＜ＡＶのときはＭ
Ｖ＝３とされる。
【００７０】
クラス合成部４６は、空間クラス検出部４４より出力される空間クラスのクラス情報とし
ての再量子化コードｑｉと、動きクラス検出部４５より出力される動きクラスのクラス情
報ＭＶに基づき、作成すべきＨＤ信号（１０５０ｉ信号）の画素データ（注目位置の画素
データ）が属するクラスを示すクラスコードＣＬを得る。
【００７１】
このクラス合成部４６では、式（３）によって、クラスコードＣＬの演算が行われる。な
お、式（３）において、Ｎａは空間クラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）の個数、Ｐ
はＡＤＲＣにおける再量子化ビット数を示している。
【００７２】
【数３】

【００７３】
係数メモリ５３は、後述する推定予測演算部４７で使用される推定式で用いられる複数の
係数データＷｉを、クラス毎に格納するものである。この係数データＷｉは、ＳＤ信号（
５２５ｉ信号）を、ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）に変換するための情報である。係数メモ
リ５３には、クラス合成部４６より出力されるクラスコードＣＬが、読み出しアドレス情
報として供給され、係数メモリ５３からは、クラスコードＣＬに対応した推定式の係数デ
ータＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）が読み出され、推定予測演算部４７に供給される。
【００７４】
また、持ち運び部１５は、情報メモリバンク５１を有している。後述する推定予測演算部
４７では、予測タップのデータ（ＳＤ画素データ）ｘｉと、係数メモリ５３より読み出さ
れる係数データＷｉとから、式（４）の推定式によって、作成すべきＨＤ画素データｙが
演算される。式（４）のｎは、第１のタップ選択部４１で選択される予測タップの数を表
している。
【００７５】
ここで、タップ選択部４１で選択的に取り出された予測タップのｎ個の画素データの位置
は、ＨＤ信号における注目位置に対して、空間方向（水平、垂直の方向）および時間方向
に亘っている。
【００７６】
【数４】
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【００７７】
そして、推定式の係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）は、式（５）に示すように、パラメー
タｓ、およびｚを含む生成式によって生成される。情報メモリバンク５１は、この生成式
における係数データである係数種データｗ10乃至ｗn9を、クラス毎に格納する。この係数
種データの生成方法については後述する。
【００７８】
【数５】

【００７９】
上述したように、５２５ｉ信号を１０５０ｉ信号に変換する場合、奇数、および偶数のそ
れぞれのフィールドにおいて、５２５ｉ信号の１画素に対応して１０５０ｉ信号の４画素
を得る必要がある。この場合、奇数、偶数のそれぞれのフィールドにおける１０５０ｉ信
号を構成する２&times;２の単位画素ブロック内の４画素は、それぞれ中心予測タップに
対して異なる位相ずれを持っている。
【００８０】
図４は、奇数フィールドにおける１０５０ｉ信号を構成する２&times;２の単位画素ブロ
ック内の４画素ＨＤ１乃至ＨＤ４における中心予測タップＳＤ0からの位相ずれを示して
いる。ここで、ＨＤ１乃至ＨＤ４の位置は、それぞれ、ＳＤ0の位置から水平方向にｋ１
乃至ｋ４、垂直方向にｍ１乃至ｍ４だけずれている。
【００８１】
図５は、偶数フィールドにおける１０５０ｉ信号を構成する２&times;２の単位画素ブロ
ック内の４画素ＨＤ１′乃至ＨＤ４′における中心予測タップＳＤ0′からの位相ずれを
示している。ここで、ＨＤ１′乃至ＨＤ４′の位置は、それぞれ、ＳＤ0′の位置から水
平方向にｋ１′乃至ｋ４′、垂直方向にｍ１′乃至ｍ４′だけずれている。
【００８２】
従って、情報メモリバンク５１には、クラスおよび出力画素（ＨＤ１乃至ＨＤ４，ＨＤ１
′乃至ＨＤ４′）の組合わせ毎に、係数種データｗ10乃至ｗn9が格納されている。
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【００８３】
係数生成部５２は、各クラスの係数種データ、並びに、パラメータｓ、およびｚの値を用
い、式（５）によって、クラス毎に、パラメータｓ、およびｚの値に対応した推定式の係
数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）を生成する。係数生成部５２には、情報メモリバンク５１
より、上述した各クラスの係数種データがロードされる。また、係数生成部５２には、シ
ステムコントローラ１２より、パラメータｓ、およびｚの値が供給される。
【００８４】
係数生成部５２で生成される各クラスの係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）は、上述した係
数メモリ５３に格納される。この係数生成部５２における各クラスの係数データＷｉの生
成は、例えば、各垂直ブランキング期間で行われる。これにより、ユーザのリモートコマ
ンダ２の操作によってパラメータｓ、およびｚの値が変更されても、係数メモリ５３に格
納される各クラスの係数データＷｉを、そのパラメータｓ、およびｚの値に対応したもの
に即座に変更することができ、ユーザによる解像度の調整がスムーズに行われる。
【００８５】
正規化係数演算部５４は、係数生成部５２で求められた係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）
に対応した正規化係数Ｓを、式（６）によって演算する。正規化係数メモリ５５は、この
正規化係数Ｓを格納する。正規化係数メモリ５５には、上述したクラス合成部４６より出
力されるクラスコードＣＬが、読み出しアドレス情報として供給され、正規化係数メモリ
５５からは、クラスコードＣＬに対応した正規化係数Ｓが読み出され、後述する正規化演
算部４８に供給される。
【００８６】
【数６】

【００８７】
推定予測演算部４７は、第１のタップ選択部４１で選択的に取り出された予測タップのデ
ータ（ＳＤ画素データ）ｘｉと、係数メモリ５３より読み出される係数データＷｉとから
、式（４）の推定式によって、作成すべきＨＤ信号の画素データ（注目位置の画素データ
）を演算する。
【００８８】
上述したように、ＳＤ信号（５２５ｉ信号）をＨＤ信号（１０５０ｉ信号）に変換する際
には、ＳＤ信号の１画素に対してＨＤ信号の４画素（図４のＨＤ１乃至ＨＤ４、図５のＨ
Ｄ１′乃至ＨＤ４′参照）を得る必要があることから、この推定予測演算部４７では、Ｈ
Ｄ信号を構成する２&times;２の単位画素ブロック毎に、画素データが生成される。すな
わち、この推定予測演算部４７には、第１のタップ選択部４１より単位画素ブロック内の
４画素（注目画素）に対応した予測タップのデータｘｉと、係数メモリ５３よりその単位
画素ブロックを構成する４画素に対応した係数データＷｉとが供給され、単位画素ブロッ
クを構成する４画素のデータｙ1乃至ｙ4は、それぞれ個別に、上述した式（４）の推定式
で演算される。
【００８９】
正規化演算部４８は、推定予測演算部４７より順次出力される４画素のデータｙ1乃至ｙ4

を、正規化係数メモリ５５より読み出される、それぞれの演算に使用された係数データＷ
ｉ（ｉ＝１乃至ｎ）に対応した正規化係数Ｓで除算して正規化する。上述したように、係
数生成部５２は、推定式の係数データＷｉを求めるものであるが、求められる係数データ
は丸め誤差を含み、係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）の総和が１．０になることは保証さ
れない。そのため、推定予測演算部４７で演算される各画素のデータｙ1乃至ｙ4は、丸め
誤差によってレベル変動したものとなる。従って、正規化演算部４８で正規化することで
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、そのレベル変動を除去することができる。
【００９０】
後処理部４９は、正規化演算部４８で正規化されて順次供給される単位画素ブロック内の
４画素のデータｙ1′乃至ｙ4′を線順次化して、１０５０ｉ信号のフォーマットで出力す
る。
【００９１】
履歴情報記憶部５０は、システムコントローラ１２から係数生成部５２に入力されるパラ
メータｓ、およびｚの値の履歴情報を格納する。
【００９２】
図６は、履歴情報記憶部５０の更に詳細な構成を示すブロック図である。履歴情報記憶部
５０は、システムコントローラ１２から係数生成部５２に入力されるパラメータｓ、およ
びｚの値のそれぞれの度数分布の情報を格納する度数分布メモリ９１を備えている。度数
分布メモリ９１には、パラメータｓ、およびｚの各値における度数が平均化されて格納さ
れる。この度数分布メモリ９１は、例えば、不揮発性のメモリで構成され、テレビジョン
受信装置１の電源がオフの状態となっても、その記憶内容が保持されるようになされてい
る。
【００９３】
そのために、履歴情報記憶部５０は、更に、パラメータｓ、およびｚの値の係数生成部５
２への入力回数をカウントするカウンタ９２と、このカウンタ９２のカウント値に基づい
て、パラメータｓ、およびｚの値における度数を平均化する平均化部９３とを備えている
。
【００９４】
カウンタ９２のカウントアップは、システムコントローラ１２の制御によって行われる。
ユーザは、図７および図８を用いて後述するように、調整画面上でパラメータｓ、および
ｚの値を調整し得るが、カウンタ９２はその調整が終了した時点でカウントアップされる
。
【００９５】
平均化部９３は、入力されたパラメータｓ、およびｚの値、カウンタ９２のカウント値お
よび度数分布メモリ９１に格納されている前回までのパラメータｓ、およびｚの各値にお
ける度数の平均値を用いて、パラメータｓ、およびｚの各値における新たな度数の平均値
を求める。
【００９６】
この場合、入力回数がＭ、つまりカウンタ９２のカウント値がＭとなるとき、入力される
パラメータの値における度数に関しては、前回までのそのパラメータにおける度数の平均
値をｎM-1とするとき、新たな度数の平均値ｎMは、次の式（７）の演算により求められる
。一方、入力回数がＭであるとき、入力されるパラメータの値とは異なるパラメータの値
における度数に関しては、前回までのそのパラメータにおける度数の平均値をｎM-1とす
るとき、新たな度数の平均値ｎMは、次の式（８）の演算により求められる。
【００９７】
【数７】

【００９８】
【数８】
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【００９９】
このように、度数分布メモリ９１に格納されるパラメータｓ、およびｚの値の度数分布の
情報として、パラメータｓ、およびｚの各値における度数の平均値を用いることで、オー
バーフローを防止することができる。
【０１００】
なお、パラメータｓ、およびｚの各値における度数の平均値を用いる変わりに、パラメー
タｓ、およびｚの各値における度数を、最大度数によって正規化した値を用いるようにし
ても、同様にオーバーフローを防止できる。
【０１０１】
また、履歴情報記憶部５０は、システムコントローラ１２から係数生成部５２に入力され
るパラメータｓ、およびｚの値のうち、所定数、例えば１０個の最新のパラメータｓ、お
よびｚの値を格納する経時変化メモリ９４を有している。この経時変化メモリ９４は、例
えば、不揮発性のメモリで構成され、テレビジョン受信装置１の電源がオフの状態でもそ
の記憶内容が保持されるようになされている。
【０１０２】
経時変化メモリ９４への書き込み動作は、システムコントローラ１２の制御によって行わ
れる。図７および図８を用いて後述するように、ユーザは、調整画面上でパラメータｓ、
およびｚの値を調整することができるが、経時変化メモリ９４には、その調整が終了した
時点で、新たなパラメータｓ、およびｚの値が書き込まれる。この書き込みに伴って、格
納されているパラメータｓ、およびｚの値の個数が所定数を越えるときは、最も古いパラ
メータｓ、およびｚの値が削除される。
【０１０３】
また、テレビジョン受信装置１において、持ち運び部１５、もしくは、持ち運び部１５を
含む、例えば、基板などのユニットは、装脱可能に構成されているので、持ち運び部１５
を外部に持ち出して利用したり、持ち運び部１５を交換したりすることによって、テレビ
ジョン受信装置１の機能のバージョンアップを行うこと等が可能になっている。これによ
り、履歴情報記憶部５０は持ち運び部１５とともに装脱されることとなる。
【０１０４】
なお、持ち運び部１５全体を着脱可能に構成するのではなく、履歴情報記憶部５０、ある
いは度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４のみが装脱可能に構成されていてもよい。
【０１０５】
図１に戻り、再び、テレビジョン受信装置１の構成について説明する。
【０１０６】
ＯＳＤ（On Screen Display）処理部１６は、表示部１８の画面上に文字図形などの表示
を行うための表示信号ＳＣＨを発生する。合成部１７は、ＯＳＤ処理部１６から出力され
る表示信号ＳＣＨを、持ち運び部１５から出力されるＨＤ信号に合成して、表示部１８に
供給する。表示部１８は、例えば、ＣＲＴ（cathode-ray tube）ディスプレイ、あるいは
ＬＣＤ（liquid crystal display）等のフラットパネルディスプレイで構成され、持ち運
び部１５より出力されるＨＤ信号による画像と、必要に応じて合成部１７により合成され
た表示信号ＳＣＨとを表示する。
【０１０７】
また、システムコントローラ１２には、必要に応じてドライブ１９が接続され、磁気ディ
スク２１、光ディスク２２、光磁気ディスク２３、あるいは、半導体メモリ２４などが適
宜装着され、それらから読み出されたコンピュータプログラムが、必要に応じてシステム
コントローラ１２にインストールされる。
【０１０８】
図１のテレビジョン受信装置１の動作について説明する。
【０１０９】
システムコントローラ１２は、リモートコマンダ２を用いて入力されるユーザの操作に基
づいて、チューナ１３を制御する。チューナ１３は、システムコントローラ１２の制御に
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従って、アンテナ３で受信された放送信号に対して、選局処理、中間周波増幅処理、およ
び検波処理などを行い、バッファメモリ１４に出力する。
【０１１０】
チューナ１３より出力されるＳＤ信号（５２５ｉ信号）は、バッファメモリ１４に供給さ
れて、一時的に保存される。そして、バッファメモリ１４に一時的に記憶されたＳＤ信号
は、持ち運び部１５に供給され、システムコントローラ１２から供給される制御信号を基
に、ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）に変換される。
【０１１１】
すなわち、持ち運び部１５では、ＳＤ信号を構成する画素データ（以下、「ＳＤ画素デー
タ」と称する）から、ＨＤ信号を構成する画素データ（以下、「ＨＤ画素データ」と称す
る）を得ることができる。持ち運び部１５より出力されるＨＤ信号は、必要に応じて、合
成部１７において、ＯＳＤ処理部１６から出力される表示信号ＳＣＨによる文字図形など
と合成されて、表示部１８に供給され、表示部１８の画面上に、画像が表示される。
【０１１２】
また、ユーザは、リモートコマンダ２の操作によって、表示部１８の画面上に表示される
画像の空間方向および時間方向の解像度を調整することができる。持ち運び部１５では、
推定式によって、ＨＤ画素データが算出されるが、この推定式の係数データとして、ユー
ザのリモートコマンダ２の操作によって調整された、空間方向、および時間方向の解像度
を定めるパラメータｓ、およびｚに対応したものが、これらパラメータｓ、およびｚを含
む生成式によって生成されて使用される。これにより、持ち運び部１５から出力されるＨ
Ｄ信号による画像の空間方向、および時間方向の解像度は、調整されたパラメータｓ、お
よびｚに対応したものとなる。
【０１１３】
図７は、パラメータｓ、およびｚを調整するためのユーザインターフェースの一例を示し
ている。調整時には、表示部１８に、パラメータｓ、およびｚの調整位置を、図中星印の
アイコン７２で示した調整画面７１が、ＯＳＤ表示される。また、リモートコマンダ２は
、ユーザ操作手段としてのジョイスティック８１を備えている。
【０１１４】
ユーザは、ジョイスティック８１を操作することで、調整画面７１上でアイコン７２の位
置を動かすことができ、空間方向、時間方向の解像度を決定するパラメータｓ、およびｚ
の値を調整することができる。
【０１１５】
図８に、図７の調整画面７１の部分を拡大して示す。アイコン７２が左右に動かされるこ
とで時間方向の解像度（時間解像度）を決定するパラメータｚの値が調整され、一方アイ
コン７２が上下に動かされることで空間方向の解像度（空間解像度）を決定するパラメー
タｓの値が調整される。ユーザは、表示部１８に表示される調整画面７１を参照して、パ
ラメータｓ、およびｚの値の調整を容易に行うことができる。
【０１１６】
なお、リモートコマンダ２は、ジョイスティック８１の代わりに、マウスやトラックボー
ル等のその他のポインティングデバイスを備えるようにしてもよい。更に、ユーザによっ
て調整されたパラメータｓ、およびｚの値が、調整画面７１上に数値表示されるようにし
てもよい。
【０１１７】
次に、図３を用いて説明した持ち運び部１５の動作を説明する。
【０１１８】
第２のタップ選択部４２は、バッファメモリ１４に記憶されているＳＤ信号（５２５ｉ信
号）の供給を受け、作成すべきＨＤ信号（１０５０ｉ信号）を構成する単位画素ブロック
内の４画素（注目位置の画素）の周辺に位置する空間クラスタップのデータ（ＳＤ画素デ
ータ）を、選択的に取り出す。第２のタップ選択部４２で選択的に取り出された空間クラ
スタップのデータ（ＳＤ画素データ）は、空間クラス検出部４４に供給される。空間クラ
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ス検出部４４は、空間クラスタップのデータとしての各ＳＤ画素データに対して、ＡＤＲ
Ｃ処理を施して、空間クラス（主に空間内の波形表現のためのクラス分類）のクラス情報
としての再量子化コードｑｉを得る（式（１）参照）。
【０１１９】
また、第３のタップ選択部４３は、バッファメモリ１４に記憶されているＳＤ信号（５２
５ｉ信号）の供給を受け、作成すべきＨＤ信号（１０５０ｉ信号）を構成する単位画素ブ
ロック内の４画素（注目位置の画素）の周辺に位置する動きクラスタップのデータ（ＳＤ
画素データ）を選択的に取り出す。第３のタップ選択部４３で選択的に取り出された動き
クラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）は、動きクラス検出部４５に供給される。動き
クラス検出部４５は、動きクラスタップのデータとしての各ＳＤ画素データより、動きク
ラス（主に動きの程度を表すためのクラス分類）のクラス情報ＭＶを得る。
【０１２０】
この動き情報ＭＶと、再量子化コードｑｉとは、クラス合成部４６に供給される。クラス
合成部４６は、供給された動き情報ＭＶと再量子化コードｑｉとから、作成すべきＨＤ信
号（１０５０ｉ信号）を構成する単位画素ブロック毎に、その単位画素ブロック内の４画
素（注目画素）が属するクラスを示すクラスコードＣＬを得る（式（３）参照）。そして
、このクラスコードＣＬは、係数メモリ５３および正規化係数メモリ５５に、読み出しア
ドレス情報として供給される。
【０１２１】
例えば、各垂直ブランキング期間に、係数生成部５２で、ユーザによって調整されたパラ
メータｓ、およびｚの値に対応して、クラスおよび出力画素（ＨＤ１乃至ＨＤ４，ＨＤ１
′乃至ＨＤ４′）の組合わせ毎に、係数種データｗ10乃至ｗn9を用いて、推定式の係数デ
ータＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）が求められて、係数メモリ５３に格納される（式（５）参照）
。また、係数生成部５２で求められた推定式の係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）に対応し
た正規化係数Ｓが、正規化係数演算部５４で生成されて、正規化係数メモリ５５に格納さ
れる（式（６）参照）。
【０１２２】
クラスコードＣＬが、係数メモリ５３に読み出しアドレス情報として供給されることで、
この係数メモリ５３からクラスコードＣＬに対応した４出力画素（奇数フィールドではＨ
Ｄ１乃至ＨＤ４、偶数フィールドではＨＤ１′乃至ＨＤ４′）分の推定式の係数データＷ
ｉが読み出されて、推定予測演算部４７に供給される。また、第１のタップ選択部４１は
、バッファメモリ１４に記憶されているＳＤ信号（５２５ｉ信号）の供給を受け、作成す
べきＨＤ信号（１０５０ｉ信号）を構成する単位画素ブロック内の４画素（注目位置の画
素）の周辺に位置する予測タップのデータ（ＳＤ画素データ）を選択的に取り出す。
【０１２３】
推定予測演算部４７は、予測タップのデータ（ＳＤ画素データ）ｘｉと、係数メモリ５３
より読み出される４出力画素分の係数データＷｉとから、作成すべきＨＤ信号を構成する
単位画素ブロック内の４画素（注目位置の画素）のデータｙ1乃至ｙ4を演算する（式（４
）参照）。そして、この推定予測演算部４７より順次出力されるＨＤ信号を構成する単位
画素ブロック内の４画素のデータｙ1乃至ｙ4は、正規化演算部４８に供給される。
【０１２４】
正規化係数メモリ５５には、上述したように、クラスコードＣＬが読み出しアドレス情報
として供給され、正規化係数メモリ５５からはクラスコードＣＬに対応した正規化係数Ｓ
、つまり、推定予測演算部４７より出力されるＨＤ画素データｙ1乃至ｙ4の演算に使用さ
れた係数データＷｉに対応した正規化係数Ｓが読み出されて、正規化演算部４８に供給さ
れる。正規化演算部４８は、推定予測演算部４７より出力されるＨＤ画素データｙ1乃至
ｙ4を、それぞれ対応する正規化係数Ｓで除算して正規化する。これにより、係数生成部
５２で係数データＷｉを求める際の丸め誤差によるデータｙ1乃至ｙ4のレベル変動が除去
される。
【０１２５】
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このように、正規化演算部４８で正規化されて順次出力される単位画素ブロック内の４画
素のデータｙ1′乃至ｙ4′は、後処理部４９に供給される。後処理部４９は、正規化演算
部４８より順次供給される単位画素ブロック内の４画素のデータｙ1′乃至ｙ4′を線順次
化し、１０５０ｉ信号のフォーマットで出力する。つまり、後処理部４９からは、ＨＤ信
号としての１０５０ｉ信号が出力される。
【０１２６】
このように、持ち運び部１５は、調整されたパラメータｓ、およびｚの値に対応した推定
式の係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）を用いて、ＨＤ画素データｙを演算するものである
。従って、ユーザは、パラメータｓ、およびｚの値を調整することで、ＨＤ信号による画
像の空間方向および時間方向の解像度を自由に調整することができる。また、調整された
パラメータｓ、およびｚの値に対応した各クラスの係数データは、その都度、係数生成部
５２で生成されて使用されるものであるので、大量の係数データを格納しておくメモリは
必要なくなり、メモリの節約を図ることができる。
【０１２７】
また、上述したように、ユーザは、調整画面７１上でパラメータｓ、およびｚの値を調整
することができる。履歴情報記憶部５０の度数分布メモリ９１（図６参照）には、システ
ムコントローラ１２から係数生成部５２に入力されるパラメータｓ、およびｚの値のそれ
ぞれの度数分布の情報が格納される。また、履歴情報記憶部５０の経時変化メモリ９４（
図６参照）には、システムコントローラ１２から係数生成部５２に入力されるパラメータ
ｓ、およびｚの値のうち、所定数、例えば、１０個の最新のパラメータｓ、およびｚの値
が格納される。
【０１２８】
このように、履歴情報記憶部５０の度数分布メモリ９１、および経時変化メモリ９４に格
納される履歴情報は、例えば、テレビジョン受信装置１のバージョンアップ時に、持ち運
び部１５、もしくは持ち運び部１５が含まれる基板を取り換える場合や、持ち運び部１５
を他の装置に装着して利用する場合において、その情報メモリバンク５１に格納される係
数種データｗ10乃至ｗn9を生成する際などに利用される。
【０１２９】
次に、係数種データｗ10乃至ｗn9の生成方法の一例について説明する。この例においては
、上述した式（５）の生成式における係数データである係数種データｗ10乃至ｗn9を求め
る例を示すものとする。
【０１３０】
ここで、以下の説明のため、式（９）のように、ｔｉ（ｉ＝０乃至９）を定義する。
【０１３１】
【数９】

この式（９）を用いると、式（５）は、式（１０）のように書き換えられる。
【０１３２】
【数１０】

【０１３３】
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組合わせ毎に、複数のＳＤ画素データとＨＤ画素データを用いて、二乗誤差を最小にする
係数値が決定される。これは、いわゆる、最小二乗法による解法である。学習数をｍ、ｋ
（１≦ｋ≦ｍ）番目の学習データにおける残差をｅk、二乗誤差の総和をＥとすると、式
（４）および式（５）を用いて、Ｅは式（１１）で表される。ここで、ｘikはＳＤ画像の
ｉ番目の予測タップ位置におけるｋ番目の画素データ、ｙkはそれに対応するｋ番目のＨ
Ｄ画像の画素データを表している。
【０１３４】
【数１１】

【０１３５】
最小二乗法による解法では、式（１１）のｗijによる偏微分が０になるようなｗijを求め
る。これは、式（１２）で示される。
【０１３６】
【数１２】

【０１３７】
以下、式（１３）、式（１４）のように、Ｘipjq、Ｙipを定義すると、式（１２）は、式
（１５）のように行列を用いて書き換えられる。
【０１３８】
【数１３】

【０１３９】
【数１４】
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【０１４０】
【数１５】

【０１４１】
この方程式は、一般に、正規方程式と称されている。正規方程式は、掃き出し法（Gauss-
Jordanの消去法）等を用いて、ｗijについて解かれ、係数種データが算出される。
【０１４２】
図９は、上述した係数種データの生成方法の一例の概念を示す図である。
【０１４３】
ＨＤ信号から、複数のＳＤ信号が生成される。例えば、ＨＤ信号からＳＤ信号を生成する
際に使用されるフィルタの空間方向（垂直方向および水平方向）の帯域と時間方向（フレ
ーム方向）の帯域を可変するパラメータｓ、およびｚをそれぞれ９段階に可変することに
よって、合計８１種類のＳＤ信号が生成される。このようにして生成された複数のＳＤ信
号とＨＤ信号との間で、学習が行われて、係数種データが生成される。
【０１４４】
図１０は、上述したテレビジョン受信装置１の情報メモリバンク５１に格納される係数種
データｗ10乃至ｗn9を生成するための、係数種データ生成装置１２１の構成を示すブロッ
ク図である。
【０１４５】
入力端子１４１には、教師信号としてのＨＤ信号（１０５０ｉ信号）が入力される。ＳＤ
信号生成部１４３は、このＨＤ信号に対して、入力端子１４２から入力される履歴情報、
並びに、パラメータｓ、およびｚの値を用いて、水平および垂直の間引き処理を行って、
生徒信号としてのＳＤ信号を得る。
【０１４６】
ＳＤ信号生成部１４３は、入力端子１４２から入力されるパラメータｓ、およびｚに基づ
いて、ＨＤ信号からＳＤ信号を生成する際に用いられる帯域制限フィルタの、空間方向お
よび時間方向の帯域を変更する。
【０１４７】
また、このＳＤ信号生成部１４３に入力される履歴情報は、履歴情報記憶部５０の度数分
布メモリ９１、経時変化メモリ９４に格納されている、入力されたパラメータｓ、および
ｚの値の履歴情報である。
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【０１４８】
なお、使用開始前のテレビジョン受信装置１の情報メモリバンク５１に格納される係数種
データｗ10乃至ｗn9を生成する際には、いまだ履歴情報記憶部５０の度数分布メモリ９１
、経時変化メモリ９４に履歴情報が格納されていないので、ＳＤ信号生成部１４３に履歴
情報は入力されない。
【０１４９】
つまり、ＳＤ信号生成部１４３に履歴情報が入力されるのは、例えば、テレビジョン受信
装置１のバージョンアップ時に持ち運び部１５、もしくは持ち運び部１５が含まれる基板
を取り換える場合などであって、その情報メモリバンク５１に格納される係数種データｗ

10乃至ｗn9を生成する際などである。
【０１５０】
ここで、入力端子１４２には、図３を用いて説明した持ち運び部１５において、システム
コントローラ１２と接続され、履歴情報記憶部５０と情報が授受可能になされている接続
端子が接続されるようにすればよい。すなわち、入力端子１４２の端子１６１および端子
１６２は、履歴情報記憶部５０と接続されて、履歴情報の入力を受け、情報の授受が可能
である。
【０１５１】
ＳＤ信号生成部１４３では、履歴情報に基づいて、入力されたパラメータｓ、およびｚの
値が調整され、この調整されたパラメータｓ、およびｚの値に応じて、空間方向および時
間方向の帯域が可変される。履歴情報の入力がないときは、入力されたパラメータｓ、お
よびｚの値そのものに応じて、空間方向および時間方向の帯域が可変される。
【０１５２】
ここで、テレビジョン受信装置１では、ユーザの操作によって、パラメータｓ、およびｚ
の値が、例えばそれぞれ０乃至８の範囲内で、所定のステップをもって調整され、空間方
向および時間方向の解像度の調整が行われていた。
【０１５３】
この場合、ＳＤ信号生成部１４３において入力されるパラメータｓ、およびｚの値そのも
のに応じて空間方向および時間方向の帯域が可変されるとき、テレビジョン受信装置１で
は、図１１に実線枠ＢＦで示す範囲（空間解像度はｙ1乃至ｙ2、時間解像度はｘ1乃至ｘ2

）内で解像度の調整を行い得るように、係数種データｗ10乃至ｗn9が生成される。
【０１５４】
履歴情報が入力される場合、ＳＤ信号生成部１４３では、パラメータｓ、およびｚの値の
それぞれにおける度数分布の情報が用いられて重心位置が求められる。この場合、所定数
の最新のパラメータｓ、およびｚの値に対応する値のうち新しい値ほど大きな重み付けが
される。そして、ＳＤ信号生成部１４３では、この重心位置に基づいて、入力されるパラ
メータｓ、およびｚの値が調整される。この場合、パラメータｓ、およびｚの値が大きく
なるほど帯域が狭くなるようにされる。これにより、調整されたパラメータを得たテレビ
ジョン受信装置１では、パラメータｓ、およびｚの値が大きくされるほど解像度が上がる
ように調整されるようになる。
【０１５５】
ここでは、テレビジョン受信装置１側で調整されるパラメータｓ、およびｚの値の変化範
囲の中心が、求められた重心位置に移動するように、入力されるパラメータｓ、およびｚ
の値が線形変換されるようになされている。例えば、テレビジョン受信装置１側で調整さ
れるパラメータｓ、およびｚの値の変化範囲の中心値がｓ0，ｚ0、求められる重心位置が
ｓm，ｚm、入力されるパラメータｓ、およびｚの値がｓ1，ｚ1であるとき、調整後のパラ
メータｓ、およびｚの値ｓ2，ｚ2は、次の変換式で求められる。
【０１５６】
【数１６】
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【０１５７】
【数１７】

【０１５８】
このように調整されたパラメータｓ、およびｚの値に応じて、空間方向および時間方向の
帯域が可変される場合、テレビジョン受信装置１では、図１１に実線枠ＢＦで示す範囲内
の解像度調整位置（「×」印で図示）の重心位置を中心とする、図１１の一点鎖線枠ＡＦ
で示す範囲（空間解像度はｙ1′乃至ｙ2′、時間解像度はｘ1′乃至ｘ2′）内で解像度の
調整を行い得るように、係数種データｗ10乃至ｗn9が生成される。
【０１５９】
なお、上述した処理では、パラメータｓ、およびｚの値のそれぞれにおける度数分布の情
報を用いて重心位置を求める際に、所定数の最新のパラメータｓ、およびｚの値に対応す
る値のうち、新しい値ほど大きな重み付けがされるものであったが、このような重み付け
がされずに求められる重心位置を使用するようにしてもよい。また、度数分布の情報は用
いずに、所定数の最新のパラメータｓ、およびｚの値を用い、新しい値ほど大きな重み付
けがされて求められた重心位置を使用するようにしてもよい。更には、パラメータｓ、お
よびｚの値のそれぞれにおける度数分布の情報から最も度数の大きなパラメータｓ、およ
びｚの値を求め、その値を重心位置の代わりに使用するようにしてもよい。また、所定数
の最新のパラメータｓ、およびｚの値のうち、最も新しいパラメータｓ、およびｚの値を
、重心位置の代わりに使用するようにしてもよい。
【０１６０】
図１０に戻って、再び、係数種データ生成装置１２１の構成について説明する。
【０１６１】
第１のタップ選択部１４４、第２のタップ選択部１４５、および第３のタップ選択部１４
６は、ＳＤ信号生成部１４３より出力されるＳＤ信号（５２５ｉ信号）より、ＨＤ信号（
１０５０ｉ信号）における注目位置の周辺に位置する複数のＳＤ画素のデータを選択的に
取り出して出力する。これら第１のタップ選択部１４４乃至第３のタップ選択部１４６は
、図３を用いて説明した持ち運び部１５の第１のタップ選択部４１乃至第３のタップ選択
部４３と、基本的に同様に構成される。
【０１６２】
空間クラス検出部１４７は、第２のタップ選択部１４５で選択的に取り出された空間クラ
スタップのデータ（ＳＤ画素データ）のレベル分布パターンを検出し、このレベル分布パ
ターンに基づいて空間クラスを検出し、そのクラス情報を出力する。この空間クラス検出
部１４７は、図３を用いて説明した持ち運び部１５の空間クラス検出部４４と基本的に同
様に構成される。この空間クラス検出部１４７からは、空間クラスタップのデータとして
の各ＳＤ画素データの再量子化コードｑｉが、空間クラスを示すクラス情報として出力さ
れる。
【０１６３】
動きクラス検出部１４８は、第３のタップ選択部１４６で選択的に取り出された動きクラ
スタップのデータ（ＳＤ画素データ）より、主に動きの程度を表すための動きクラスを検
出し、そのクラス情報ＭＶを出力する。この動きクラス検出部１４８は、図３を用いて説
明した持ち運び部１５の動きクラス検出部４５と基本的に同様に構成される。この動きク
ラス検出部１４８では、第３のタップ選択部１４６で選択的に取り出された動きクラスタ
ップのデータ（ＳＤ画素データ）からフレーム間差分が算出され、更に、その差分の絶対
値の平均値に対してしきい値処理が行われて、動きの指標である動きクラスが検出される
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。
【０１６４】
クラス合成部１４９は、空間クラス検出部１４７より出力される空間クラスのクラス情報
としての再量子化コードｑｉと、動きクラス検出部１４８より出力される動きクラスのク
ラス情報ＭＶとに基づき、ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）に係る注目画素が属するクラスを
示すクラスコードＣＬを得る。このクラス合成部１４９も、図３を用いて説明した持ち運
び部１５のクラス合成部４６と基本的に同様に構成される。
【０１６５】
正規方程式生成部１５０は、入力端子１４１に供給されるＨＤ信号から得られる注目位置
の画素データとしての各ＨＤ画素データｙ、この各ＨＤ画素データｙにそれぞれ対応して
第１のタップ選択部１４４で選択的に取り出された予測タップのデータ（ＳＤ画素データ
）ｘｉ、パラメータｓおよびｚの値、並びに、各ＨＤ画素データｙにそれぞれ対応してク
ラス合成部１４９より出力されるクラスコードＣＬとから、クラス毎に、係数種データｗ

10乃至ｗn9を得るための正規方程式（式（１５）参照）を生成する。
【０１６６】
この場合、１個のＨＤ画素データｙと、それに対応するｎ個の予測タップのデータ（ＳＤ
画素データ）ｘｉとの組合わせで、学習データが生成されるが、調整後のパラメータｓ、
およびｚの値の変化に対応して、ＳＤ信号生成部１４３における空間方向および時間方向
の帯域が可変され、複数のＳＤ信号が順次生成されて、ＨＤ信号と各ＳＤ信号との間でそ
れぞれ学習データの生成が行われる。これにより、正規方程式生成部１５０では、パラメ
ータｓ、およびｚの値が異なる多くの学習データが登録された正規方程式が生成され、係
数種データｗ10乃至ｗn9を求めることが可能となる。
【０１６７】
また、この場合、１個のＨＤ画素データｙとそれに対応するｎ個の予測タップのデータ（
ＳＤ画素データ）ｘｉとの組合わせで学習データが生成されるが、正規方程式生成部１５
０では、出力画素（図４のＨＤ１乃至ＨＤ４、図５のＨＤ１′乃至ＨＤ４′参照）毎に、
正規方程式が生成される。例えば、ＨＤ１に対応した正規方程式は、中心予測タップに対
するずれ値がＨＤ１と同じ関係にあるＨＤ画素データｙから構成される学習データから生
成される。
【０１６８】
係数種データ決定部１５１は、正規方程式生成部１５０で、クラスおよび出力画素の組合
わせ毎に生成された正規方程式のデータの供給を受け、正規方程式を解いて、クラスおよ
び出力画素の組合わせ毎に、係数種データｗ10乃至ｗn9を求める。係数種データ決定部１
５１は、正規方程式を、例えば、掃き出し法などによって解くことにより、係数種データ
を求める。係数種メモリ１５２は、係数種データ決定部１５１で求められた係数種データ
を格納する。入出力インターフェース１５３は、必要に応じて、他の機器（例えば、図３
を用いて説明した持ち運び部１５の情報メモリバンク５１）と接続され、係数種メモリ１
５２に格納されている係数種データを出力する。
【０１６９】
次に、図１０の係数種データ生成装置１２１の動作について説明する。
【０１７０】
入力端子１４１には、教師信号としてのＨＤ信号（１０５０ｉ信号）が供給され、そして
このＨＤ信号に対して、ＳＤ信号生成部１４３で、水平および垂直の間引き処理が行われ
て、生徒信号としてのＳＤ信号（５２５ｉ信号）が生成される。
【０１７１】
この場合、ＳＤ信号生成部１４３には、ＨＤ信号からＳＤ信号を生成する際に用いられる
帯域制限フィルタの空間方向および時間方向の帯域を定めるパラメータ、換言すれば、生
成されるＳＤ信号の空間方向および時間方向の解像度を定めるパラメータｓ、およびｚの
値が入力される。
【０１７２】
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また、ＳＤ信号生成部１４３には、例えば、テレビジョン受信装置１のバージョンアップ
時に、持ち運び部１５、もしくは持ち運び部１５が含まれる基板を取り換える場合など、
その情報メモリバンク５１に格納される係数種データｗ10乃至ｗn9を生成する際には、取
り換え前の持ち運び部１５、もしくは持ち運び部１５が含まれる基板における履歴情報記
憶部５０の度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４に格納されている、ユーザ操作によ
って過去に入力されたパラメータｓ、およびｚの履歴情報が、入力端子１４２を介して入
力される。
【０１７３】
ＳＤ信号生成部１４３では、履歴情報が入力されるときは、この履歴情報に基づいて入力
されたパラメータｓ、およびｚの値が調整される。例えば、履歴情報によってパラメータ
ｓ、およびｚの重心位置が求められ、テレビジョン受信装置１側で調整されるパラメータ
ｓ、およびｚの値の変化範囲の中心が、求められた重心位置に移動するように、入力され
るパラメータｓ、およびｚの値が線形変換される。そして、ＳＤ信号生成部１４３では、
調整されたパラメータｓ、およびｚの値に応じて、上述したように、ＨＤ信号からＳＤ信
号を生成する際に用いられる帯域制限フィルタの空間方向および時間方向の帯域が可変さ
れる。
【０１７４】
なお、使用開始前のテレビジョン受信装置１の情報メモリバンク５１に格納される係数種
データｗ10乃至ｗn9を生成する際には、履歴情報の入力がないので、入力されたパラメー
タｓ、およびｚの値そのものに応じて、上述したようにＨＤ信号からＳＤ信号を生成する
際に用いられる帯域制限フィルタの空間方向および時間方向の帯域が可変される。
【０１７５】
ＳＤ信号生成部１４３に入力されるパラメータｓ、およびｚの値が順次変更されることで
、ＨＤ信号からＳＤ信号を生成する際に用いられる帯域制限フィルタの空間方向および時
間方向の帯域が変更されることから、空間方向および時間方向の帯域が段階的に変化した
複数のＳＤ信号が生成される。
【０１７６】
また、ＳＤ信号生成部１４３で生成されたＳＤ信号（５２５ｉ信号）より、第２のタップ
選択部１４５で、ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）における注目位置の周辺に位置する空間ク
ラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）が選択的に取り出される。この第２のタップ選択
部１４５で選択的に取り出された空間クラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）は、空間
クラス検出部１４７に供給される。空間クラス検出部１４７では、空間クラスタップのデ
ータとしての各ＳＤ画素データに対してＡＤＲＣ処理が施されて、空間クラス（主に空間
内の波形表現のためのクラス分類）のクラス情報としての再量子化コードｑｉが得られる
（式（１）参照）。
【０１７７】
また、ＳＤ信号生成部１４３で生成されたＳＤ信号より、第３のタップ選択部１４６で、
ＨＤ信号に係る注目画素の周辺に位置する動きクラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）
が選択的に取り出される。この第３のタップ選択部１４６で選択的に取り出された動きク
ラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）は、動きクラス検出部１４８に供給される。この
動きクラス検出部１４８では、動きクラスタップのデータとしての各ＳＤ画素データより
動きクラス（主に動きの程度を表すためのクラス分類）のクラス情報ＭＶが得られる。
【０１７８】
クラス情報ＭＶと再量子化コードｑｉとは、クラス合成部１４９に供給される。クラス合
成部１４９は、供給されたクラス情報ＭＶと再量子化コードｑｉとから、ＨＤ信号（１０
５０ｉ信号）における注目位置の画素データが属するクラスを示すクラスコードＣＬを得
る（式（３）参照）。
【０１７９】
また、ＳＤ信号生成部１４３で生成されるＳＤ信号より、第１のタップ選択部１４４で、
ＨＤ信号における注目位置の周辺に位置する予測タップのデータ（ＳＤ画素データ）が選
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択的に取り出される。
【０１８０】
そして、正規方程式生成部１５０では、入力端子１４１に供給されるＨＤ信号より得られ
る注目位置の画素データとしての各ＨＤ画素データｙと、この各ＨＤ画素データｙにそれ
ぞれ対応して第１のタップ選択部１４４で選択的に取り出された予測タップのデータ（Ｓ
Ｄ画素データ）ｘｉと、パラメータｓ、およびｚの値と、各ＨＤ画素データｙにそれぞれ
対応してクラス合成部１４９より出力されるクラスコードＣＬとから、クラスおよび出力
画素の組合わせ毎に、係数種データｗ10乃至ｗn9を得るための正規方程式（式（１５）参
照）が個別に生成される。
【０１８１】
そして、係数種データ決定部１５１で各正規方程式が解かれ、クラスおよび出力画素の組
合わせ毎の係数種データｗ10乃至ｗn9が求められ、それらの係数種データｗ10乃至ｗn9は
、係数種メモリ１５２に格納され、必要に応じて、入出力インターフェース１５３を介し
て、外部に出力される。
【０１８２】
このように、図１０に示す係数種データ生成装置１２１においては、図１の持ち運び部１
５の情報メモリバンク５１に格納される、クラスおよび出力画素（ＨＤ１乃至ＨＤ４，Ｈ
Ｄ１′乃至ＨＤ４′）の組合わせ毎の、推定式で用いられる係数データＷｉを求めるため
の生成式（式（５）参照）における係数データである係数種データｗ10乃至ｗn9を生成す
ることができる。
【０１８３】
また、この係数種データ生成装置１２１において、例えば、テレビジョン受信装置１のバ
ージョンアップ時に、持ち運び部１５、もしくは持ち運び部１５が含まれる基板を取り換
える場合であって、その情報メモリバンク５１に格納される係数種データｗ10乃至ｗn9を
生成する際には、入力端子１４２を介して、ＳＤ信号生成部１４３に、テレビジョン受信
装置１の履歴情報記憶部５０の度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４に格納されてい
る、ユーザ操作によって過去に入力されたパラメータｓ、およびｚの履歴情報が入力され
る。
【０１８４】
ＳＤ信号生成部１４３では、この履歴情報に基づいて、入力されるパラメータｓ、および
ｚの値が調整され、この調整されたパラメータｓ、およびｚによって、ＨＤ信号からＳＤ
信号を得る際に用いられる帯域制限フィルタの空間方向および時間方向の帯域が可変され
る。
【０１８５】
このようにして求められた係数種データｗ10乃至ｗn9を、テレビジョン受信装置１のバー
ジョンアップ時に新たに装着される持ち運び部１５、もしくは持ち運び部１５が含まれる
基板の情報メモリバンク５１に格納して使用することで、ユーザは、パラメータｓ、およ
びｚの値の調整により、過去の解像度調整の重心位置を中心とする範囲（図１１の一点鎖
線枠ＡＦ参照）内で解像度の調整を行うことが可能となる。すなわち、ユーザの好みに合
わせた解像度調整範囲が自動的に設定され、ユーザはその範囲内で解像度の調整を行うこ
とができる。
【０１８６】
次に、係数種データの生成方法の他の例について説明する。この例においても、上述した
式（５）の生成式における係数データである係数種データｗ10乃至ｗn9を求める第２の例
を示すものとする。
【０１８７】
図１２は、係数種データの生成方法の、第２の例の概念を示している。ＨＤ信号から複数
のＳＤ信号が生成される。例えば、ＨＤ信号からＳＤ信号を生成する際に使用するフィル
タの空間方向（垂直方向および水平方向）の帯域と時間方向（フレーム方向）の帯域を可
変するパラメータｓ、およびｚをそれぞれ９段階に可変することにより、合計８１種類の
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ＳＤ信号が生成される。このようにして生成された各ＳＤ信号とＨＤ信号との間で学習を
行って、式（４）の推定式の係数データＷｉが生成される。そして、各ＳＤ信号に対応し
て生成された係数データＷｉを使用して、係数種データが生成される。
【０１８８】
まず、推定式の係数データの求め方について説明する。ここでは、式（４）の推定式の係
数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）を最小二乗法により求める例を示すものとする。一般化し
た例として、Ｘを入力データ、Ｗを係数データ、Ｙを予測値として、式（１８）および式
（１９）の観測方程式を考える。この式（１９）において、ｍは学習データの数を示し、
ｎは予測タップの数を示している。
【０１８９】
【数１８】

【０１９０】
【数１９】

【０１９１】
式（１８）および式（１９）の観測方程式により収集されたデータに最小二乗法を適用す
る。式（１８）および式（１９）の観測方程式をもとに、式（２０）の残差方程式を考え
る。
【０１９２】
【数２０】

【０１９３】
式（２０）の残差方程式から、各Ｗｉの最確値は、式（２１）のｅ2（ｅの２乗）を最小
にする条件が成り立つ場合と考えられる。すなわち、式（２２）の条件を考慮すればよい
わけである。
【０１９４】
【数２１】
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【０１９５】
【数２２】

【０１９６】
つまり、式（２２）のｉに基づくｎ個の条件を考え、これを満たす、Ｗ1，Ｗ2，・・・，
Ｗnを算出すればよい。そこで、式（２０）の残差方程式から、式（２３）が得られる。
更に、式（２３）と式（１８）とから、式（２４）が得られる。
【０１９７】
【数２３】

【０１９８】
【数２４】

【０１９９】
そして、式（２０）と式（２４）とから、式（２５）の正規方程式が得られる。
【０２００】
【数２５】

【０２０１】
式（２５）の正規方程式は、未知数の数ｎと同じ数の方程式を立てることが可能であるの
で、各Ｗｉの最確値を求めることができる。この場合、掃き出し法等を用いて連立方程式
を解くことになる。
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【０２０２】
次に、各ＳＤ信号に対応して生成された係数データＷｉを使用した、係数種データの求め
方について説明する。
【０２０３】
パラメータｓ、およびｚに対応したＳＤ信号を用いた学習による、あるクラスの係数デー
タが、ｋsziとなったとする。ここで、ｉは予測タップの番号である。このｋsziから、こ
のクラスの係数種データを求める。
【０２０４】
係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）は、係数種データｗ10乃至ｗn9を使って、上述した式（
５）で表現される。ここで、係数データＷｉに対して最小二乗法を使用することを考える
と、残差は、式（２６）で表される。
【０２０５】
【数２６】

【０２０６】
ここで、ｔjは、上述の式（９）に示されている。式（２６）に最小二乗法を作用させる
と、式（２７）が得られる。
【０２０７】
【数２７】

【０２０８】
ここで、Ｘjk，Ｙjをそれぞれ式（２８）、式（２９）のように定義すると、式（２７）
は式（３０）のように書き換えられる。この式（３０）も正規方程式であり、この式を掃
き出し法等の一般解法で解くことにより、係数種データｗ10乃至ｗn9を算出することがで
きる。
【０２０９】
【数２８】

【０２１０】
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【数２９】

【０２１１】
【数３０】

【０２１２】
図１３は、図１２に示す概念に基づいて係数種データを生成する係数種データ生成装置１
７１の構成を示している。図１３において、図１０と対応する部分には同一符号を付し、
その詳細な説明は適宜省略する。
【０２１３】
すなわち、図１３の係数種データ生成装置１７１は、正規方程式生成部１５０に代わって
、正規方程式生成部１８１が設けられ、係数種データ決定部１５１に代わって、係数デー
タ決定部１８２が設けられ、新たに、正規方程式生成部１８３および係数種データ決定部
１８４が設けられている以外は、図１０を用いて説明した係数種データ生成装置１２１と
、基本的に同様の構成を有している。
【０２１４】
正規方程式生成部１８１は、入力端子１４１に供給されるＨＤ信号より得られる注目位置
の画素データとしての各ＨＤ画素データｙと、この各ＨＤ画素データｙにそれぞれ対応し
て第１のタップ選択部１４４で選択的に取り出された予測タップのデータ（ＳＤ画素デー
タ）ｘｉと、各ＨＤ画素データｙにそれぞれ対応してクラス合成部１４９より出力される
クラスコードＣＬとから、クラスおよび出力画素（図４のＨＤ１乃至ＨＤ４、図５のＨＤ
１′乃至ＨＤ４′参照）の組合わせ毎に、係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）を得るための
正規方程式（式（２５）参照）を生成する。
【０２１５】
この場合、１個のＨＤ画素データｙとそれに対応するｎ個の予測タップのデータ（ＳＤ画
素データ）ｘｉとの組合わせで学習データが生成されるが、調整後のパラメータｓ、およ
びｚの値の変化に対応してＳＤ信号生成部１４３における空間方向および時間方向の帯域
が可変され、複数のＳＤ信号が順次生成されていき、ＨＤ信号と各ＳＤ信号との間でそれ
ぞれ学習データの生成が行われる。これにより、正規方程式生成部１８１では、各ＳＤ信
号と対応して、クラスおよび出力画素の組合わせ毎に、係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）
を得るための正規方程式が生成される。
【０２１６】
係数データ決定部１８２は、正規方程式生成部１８１で生成された正規方程式のデータの
供給を受け、その正規方程式を解いて、各ＳＤ信号にそれぞれ対応した、クラスおよび出
力画素の各組合わせの係数データＷｉを求める。正規方程式生成部１８３は、パラメータ
ｓ、およびｚの値、並びに各ＳＤ信号にそれぞれ対応した係数データＷｉを使用して、ク
ラスおよび出力画素の組合わせ毎に、係数種データｗ10乃至ｗn9を得るための正規方程式
（式（２８）参照）を生成する。
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【０２１７】
係数種データ決定部１８４は、正規方程式生成部１８３でクラスおよび出力画素の組合わ
せ毎に生成された正規方程式のデータの供給を受け、その組合わせ毎に正規方程式を解い
て、クラスおよび出力画素の各組合わせの係数種データｗ10乃至ｗn9を求める。係数種メ
モリ１５２は、係数種データ決定部１８４で求められた係数種データｗ10乃至ｗn9を格納
する。
【０２１８】
図１３に示す係数種データ生成装置１７１のその他の部分は、図１０に示す係数種データ
生成装置１２１と同様に構成されるので、その詳細な説明については省略する。
【０２１９】
次に、図１３に示す係数種データ生成装置１７１の動作を説明する。
【０２２０】
入力端子１４１には教師信号としてのＨＤ信号（１０５０ｉ信号）が供給され、そして、
ＳＤ信号生成部１４３で、このＨＤ信号に対して水平および垂直の間引き処理が行われて
、生徒信号としてのＳＤ信号（５２５ｉ信号）が生成される。
【０２２１】
ＳＤ信号生成部１４３に入力されるパラメータｓ、およびｚの値が順次変更されることで
、ＨＤ信号からＳＤ信号を生成する際に用いられる帯域制限フィルタの空間方向および時
間方向の帯域が変更されることから、空間方向および時間方向の帯域が段階的に変化した
複数のＳＤ信号が生成されていく。
【０２２２】
この場合、ＳＤ信号生成部１４３では、履歴情報が入力されるときは、この履歴情報に基
づいて入力されたパラメータｓ、およびｚの値が調整され、調整されたパラメータｓ、お
よびｚの値に応じて、上述したようにＨＤ信号からＳＤ信号を生成する際に用いられる帯
域制限フィルタの空間方向および時間方向の帯域が可変される。
【０２２３】
また、ＳＤ信号生成部１４３で生成されたＳＤ信号（５２５ｉ信号）より、第２のタップ
選択部１４５で、ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）における注目位置の周辺に位置する空間ク
ラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）が選択的に取り出される。この第２のタップ選択
部１４５で選択的に取り出された空間クラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）は、空間
クラス検出部１４７に供給される。この空間クラス検出部１４７では、空間クラスタップ
のデータとしての各ＳＤ画素データに対してＡＤＲＣ処理が施されて、空間クラス（主に
空間内の波形表現のためのクラス分類）のクラス情報としての再量子化コードｑｉが得ら
れる（式（１）参照）。
【０２２４】
また、ＳＤ信号生成部１４３で生成されたＳＤ信号より、第３のタップ選択部１４６で、
ＨＤ信号に係る注目画素の周辺に位置する動きクラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）
が選択的に取り出される。この第３のタップ選択部１４６で選択的に取り出された動きク
ラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）は、動きクラス検出部１４８に供給される。この
動きクラス検出部１４８では、動きクラスタップのデータとしての各ＳＤ画素データより
動きクラス（主に動きの程度を表すためのクラス分類）のクラス情報ＭＶが得られる。
【０２２５】
このクラス情報ＭＶと上述した再量子化コードｑｉとは、クラス合成部１４９に供給され
る。このクラス合成部１４９では、これらクラス情報ＭＶと再量子化コードｑｉとから、
ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）における注目位置の画素データが属するクラスを示すクラス
コードＣＬが得られる（式（３）参照）。
【０２２６】
また、ＳＤ信号生成部１４３で生成されるＳＤ信号より、第１のタップ選択部１４４で、
ＨＤ信号における注目位置の周辺に位置する予測タップのデータ（ＳＤ画素データ）が選
択的に取り出される。
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【０２２７】
そして、正規方程式生成部１８１では、入力端子１４１に供給されるＨＤ信号より得られ
る注目位置の画素データとしての各ＨＤ画素データｙと、この各ＨＤ画素データｙにそれ
ぞれ対応して第１のタップ選択部１４４で選択的に取り出された予測タップのデータ（Ｓ
Ｄ画素データ）ｘｉと、各ＨＤ画素データｙにそれぞれ対応してクラス合成部１４９より
出力されるクラスコードＣＬとから、ＳＤ信号生成部１４３で生成される各ＳＤ信号のそ
れぞれに対応して、クラスおよび出力画素の組合わせ毎に、係数データＷｉ（ｉ＝１乃至
ｎ）を得るための正規方程式（式（２５）参照）が生成される。
【０２２８】
そして、係数データ決定部１８２で、その正規方程式が解かれ、各ＳＤ信号にそれぞれ対
応したクラスおよび出力画素の各組合わせの係数データＷｉが求められる。正規方程式生
成部１８３では、この各ＳＤ信号にそれぞれ対応した各クラスの係数データＷｉから、ク
ラスおよび出力画素の組合わせ毎に、係数種データｗ10乃至ｗn9を得るための正規方程式
（式（２８）参照）が生成される。
【０２２９】
そして、係数種データ決定部１８４でその正規方程式が解かれ、クラスおよび出力画素の
各組合わせの係数種データｗ10乃至ｗn9が求められ、その係数種データｗ10乃至ｗn9は係
数種メモリ１５２に格納される。
【０２３０】
このように、図１３に示す係数種データ生成装置１７１においても、図１の持ち運び部１
５の情報メモリバンク５１に格納される、クラスおよび出力画素（ＨＤ１乃至ＨＤ４，Ｈ
Ｄ１′乃至ＨＤ４′）の組合わせ毎の係数種データｗ10乃至ｗn9を生成することができる
。
【０２３１】
また、この係数種データ生成装置１７１においても、ＳＤ信号生成部１４３では、この履
歴情報に基づいて、入力されるパラメータｓ、およびｚの値が調整され、この調整された
パラメータｓ、およびｚによって、ＨＤ信号からＳＤ信号を得る際に用いられる帯域制限
フィルタの空間方向および時間方向の帯域が可変されるものである。従って、このように
して求められた係数種データｗ10乃至ｗn9を、テレビジョン受信装置１のバージョンアッ
プ時に新たに装着される持ち運び部１５、もしくは持ち運び部１５が含まれる基板の情報
メモリバンク５１に格納して使用することで、ユーザは、パラメータｓ、およびｚの値の
調整により、過去の解像度調整の重心位置を中心とする範囲（図１１の一点鎖線枠ＡＦ参
照）内で解像度の調整を行うことが可能となる。
【０２３２】
なお、図１の持ち運び部１５では、係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）を生成するために式
（５）の生成式を使用したが、次数の異なった多項式や、他の関数で表現される式でも、
係数データＷｉの生成は実現可能である。
【０２３３】
また、図１の持ち運び部１５では、空間方向（垂直方向および水平方向）の解像度を定め
るパラメータｓと時間方向（フレーム方向）の解像度を定めるパラメータｚとを設定し、
これらパラメータｓ、およびｚの値を調整することで画像の空間方向および時間方向の解
像度を調整し得るものとして説明したが、その他の画像の質を定めるパラメータを設ける
ものも、同様にして構成することができる。例えば、パラメータとしては、垂直方向の解
像度を定めるパラメータ、水平方向の解像度を定めるパラメータ、ノイズ除去度を定める
パラメータなどの種々のパラメータが考えられる。
【０２３４】
また、図１の持ち運び部１５では、パラメータｓ、およびｚの２つのパラメータを調整し
得るものとして説明したが、１個または３個以上のパラメータを取り扱うものも同様に構
成することができる。その場合も、履歴情報記憶部５０には、それぞれのパラメータの履
歴情報が格納されることとなる。そして、図１０に示す係数種データ生成装置１２１、あ
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るいは図１３に示す係数種データ生成装置１７１では、それぞれのパラメータの履歴情報
を使用して、上述した場合と同様の生成処理を行うことができる。
【０２３５】
なお、図１の持ち運び部１５における処理を、例えば図１４に示すような画像信号処理可
能なパーソナルコンピュータ２０１によって、ソフトウェアで実現することも可能である
。
【０２３６】
まず、図１４に示すパーソナルコンピュータ２０１について説明する。パーソナルコンピ
ュータ２０１は、装置全体の動作を制御するＣＰＵ２１１と、このＣＰＵ２１１の動作プ
ログラムや係数種データ等が格納されたＲＯＭ２１２と、ＣＰＵ２１１の作業領域を構成
するＲＡＭ２１３とを有している。これらＣＰＵ２１１、ＲＯＭ２１２およびＲＡＭ２１
３は、それぞれバス２１４に接続されている。
【０２３７】
また、パーソナルコンピュータ２０１は、例えば、ハードディスクドライブなどで構成さ
れている記憶部２１５を有している。記憶部２１５は、バス２１４に接続されている。
【０２３８】
また、パーソナルコンピュータ２０１は、インターネット等の通信網２０２に有線または
無線で接続する通信部２１６を有している。この通信部２１６は、入出力インターフェー
ス２１７を介してバス２１４に接続されている。
【０２３９】
また、パーソナルコンピュータ２０１は、ユーザインターフェース２１８を備えている。
このユーザインターフェース２１８は、バス２１４に接続されるとともに、リモートコマ
ンダ２０３からのリモートコントロール信号を受信する信号受信部２１９、キーボード、
マウス、あるいはジョイスティックなどから構成され、ユーザの操作入力を受ける入力部
２２０、例えば、ＬＣＤ（liquid crystal display）等からなる表示部２２１と接続され
ている。
【０２４０】
また、パーソナルコンピュータ２０１は、ＳＤ信号を入力するための入力端子２２２と、
ＨＤ信号を出力するための出力端子２２３とを有している。入力端子２２２はインターフ
ェース２２４を介してバス２１４に接続され、同様に出力端子２２３はインターフェース
２２５を介してバス２１４に接続される。
【０２４１】
またバス２１４には、必要に応じてドライブ２２６が接続され、磁気ディスク２３１、光
ディスク２３２、光磁気ディスク２３３、あるいは、半導体メモリ２３４などが適宜装着
され、それらから読み出されたコンピュータプログラムが、必要に応じてＲＡＭ２１３に
インストールされる。
【０２４２】
ここで、ＲＯＭ２１２に処理プログラムや係数種データ等を予め格納しておく代わりに、
例えばインターネットなどの通信網２０２より通信部２１６を介して、処理プログラムや
係数種データ等をダウンロードし、記憶部２１５やＲＡＭ２１３に蓄積して使用すること
もできる。また、これら処理プログラムや係数種データ等を磁気ディスク２３１、光ディ
スク２３２、光磁気ディスク２３３、あるいは、半導体メモリ２３４などで提供するよう
にしてもよい。
【０２４３】
また、入力端子２２２から、処理すべきＳＤ信号の入力を受ける代わりに、予め記憶部２
１５に記録しておくか、あるいはインターネットなどの通信網２０２より通信部２１６を
介してダウンロードするようにしてもよい。また、処理後のＨＤ信号を出力端子２２３か
ら出力する代わりに、あるいは出力端子２２３から出力する処理と並行して、例えば、表
示部２２１に供給して画像表示をしたり、更には、記憶部２１５に格納したり、通信部２
１６を介してインターネットなどの通信網２０２に送出するようにしてもよい。
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【０２４４】
次に、図１５のフローチャートを参照して、図１４を用いて説明したパーソナルコンピュ
ータ２０１において実行される、ＳＤ信号よりＨＤ信号を得るための画像信号処理１につ
いて説明する。
【０２４５】
ステップＳ１において、ＣＰＵ２１１は、ＳＤ画素データをフレーム単位またはフィール
ド単位で取得する。このＳＤ画素データが入力端子２２２より入力される場合、ＣＰＵ２
１１は、取得したＳＤ画素データを、バス２１４を介して、ＲＡＭ２１３に一時的に格納
する。また、このＳＤ画素データが記録部２１５に予め記録されている場合、ＣＰＵ１１
１は、バス２１４を介して、記録部２１５からＳＤ画素データを読み出し、ＲＡＭ２１３
に一時的に格納する。
【０２４６】
ステップＳ２において、ＣＰＵ２１１は、入力ＳＤ画素データの全フレームまたは全フィ
ールドの処理が終わっているか否かを判断する。ステップＳ２において、処理が終わって
いないと判断された場合、ステップＳ３において、ＣＰＵ２１１は、ユーザのリモートコ
マンダ２０３の操作によって入力された画質指定値（例えばパラメータｓ、およびｚ）を
取得する。例えば、画質指定値が予め入力されている場合、ＣＰＵ２１１は、ＲＡＭ２１
３に記録されている画質指定値を読み込むことにより、画質指定値を取得する。
【０２４７】
ステップＳ４において、ＣＰＵ２１１は、例えば、記録部２１５などに格納されている履
歴情報（図１のテレビジョン受信装置１の履歴情報記憶部５０における度数分布メモリ９
１、経時変化メモリ９４の記憶内容に相当する）を、ステップＳ３において取得された新
たな画質指定値を用いて更新する。
【０２４８】
ステップＳ５において、ＣＰＵ２１１は、読み込んだ画質指定値、クラスおよび出力画素
（図４のＨＤ１乃至ＨＤ４、図５のＨＤ１′乃至ＨＤ４′参照）の各組合わせの係数種デ
ータを使用して、例えば式（５）の生成式によって、各組合わせの推定式（式（４）参照
）の係数データＷｉを生成する。
【０２４９】
ステップＳ６において、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ１において取得されたＳＤ画素デー
タより、生成すべき各ＨＤ画素データに対応して、クラスタップおよび予測タップの画素
データを取得する。
【０２５０】
ステップＳ７において、ＣＰＵ２１１は、取得されたＳＤ画素データの全領域において、
ＨＤ画素データを得る処理が終了したか否かを判断する。ステップＳ７において、取得さ
れたＳＤ画素データの全領域において処理は終了していると判断された場合、処理は、ス
テップＳ１に戻り、同様の処理が繰り返されることにより、次のフレームまたはフィール
ドのＳＤ画素データに対する処理が実行される。
【０２５１】
ステップＳ７において、取得されたＳＤ画素データの全領域において処理は終了していな
いと判断された場合、ステップＳ８において、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ６において取
得されたクラスタップのＳＤ画素データから、クラスコードＣＬを生成する。
【０２５２】
ステップＳ９において、ＣＰＵ２１１は、クラスコードＣＬに対応した係数データＷｉと
予測タップのＳＤ画素データとを使用して、推定式により、ＨＤ画素データを生成する。
ステップＳ９の処理の終了後、処理は、ステップＳ６に戻り、上述した処理と同様の処理
が繰り返される。
【０２５３】
ステップＳ２において、全フレーム、または全フィールドの処理が終了したと判断された
場合、処理が終了される。
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【０２５４】
このように、図１５に示すフローチャートに沿って処理をすることで、図１４を用いて説
明したパーソナルコンピュータ２０１において、入力されたＳＤ信号を構成するＳＤ画素
データを処理して、ＨＤ信号を構成するＨＤ画素データを得ることができる。上述したよ
うに、このように処理して得られたＨＤ信号は、バス２１４を介して、出力端子２２３か
ら外部の装置に出力されたり、バス２１４およびユーザインターフェース２１８を介して
、表示部２２１に供給されて、ＨＤ信号に対応する画像が表示されたり、更に、記録部２
１５に供給されて、記録部２１５を構成するハードディスクなどに記録される。
【０２５５】
上述したように、例えば、記録部２１５などに格納される履歴情報は、ステップＳ８で使
用する新たな係数種データを生成する際に利用される。このように、新たに生成される係
数種データを利用することで、ユーザの好みに合わせた調整範囲での画質調整が可能とな
る。なお、上述の履歴情報は、記録部２１５ではなく、ドライブ２２６に装着される各種
記録媒体（半導体メモリ２３４の具体例として、例えば、メモリカードなど）に格納する
ようにしてもよい。
【０２５６】
また、図１０の係数種データ生成装置１２１における処理も、同様にして、図１４のパー
ソナルコンピュータ２０１を用いて、ソフトウェアで実現することが可能である。
【０２５７】
図１６のフローチャートを参照して、係数種データ生成処理１について説明する。
【０２５８】
ステップＳ２１において、ＣＰＵ２１１は、学習に使われる画質パターン（例えば、パラ
メータｓ、およびｚで特定される）を選択するとともに、選択した画質パターンを履歴情
報に基づいて調整する。
【０２５９】
ステップＳ２２において、ＣＰＵ２１１は、全ての画質パターンに対して学習が終了した
か否かを判断する。
【０２６０】
ステップＳ２２において、全ての画質パターンに対して学習が終了していないと判断され
た場合、ステップＳ２３において、ＣＰＵ２１１は、既知のＨＤ画素データをフレーム単
位またはフィールド単位で取得する。
【０２６１】
ステップＳ２４において、ＣＰＵ２１１は、全てのＨＤ画素データについて処理は終了し
たか否かを判断する。ステップＳ２４において、全てのＨＤ画素データについて処理は終
了したと判断された場合、処理は、ステップＳ２１に戻り、同様の処理が繰り返される。
【０２６２】
ステップＳ２４において、全てのＨＤ画素データについて処理は終了していないと判断さ
れた場合、ステップＳ２５において、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ２３で取得されたＨＤ
画素データより、ステップＳ２１で調整された画質パターンに基づいて、ＳＤ画素データ
を生成する。
【０２６３】
ステップＳ２６において、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ２５で生成されたＳＤ画素データ
より、ステップＳ２３で取得された各ＨＤ画素データに対応して、クラスタップおよび予
測タップの画素データを取得する。
【０２６４】
ステップＳ２７において、ＣＰＵ２１１は、生成されたＳＤ画素データの全領域において
学習処理は終了したか否かを判断する。ステップＳ２７において、学習処理は終了したと
判断された場合、処理は、ステップＳ２３に戻り、次のＨＤ画素データが取得され、同様
の処理が繰り返される。
【０２６５】
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ステップＳ２７において、学習処理は終了していないと判断された場合、ＣＰＵ２１１は
、ステップＳ２８において、ステップＳ２６で取得されたクラスタップのＳＤ画素データ
からクラスコードＣＬを生成し、ステップＳ２９において、正規方程式（式（１５）参照
）を生成する。ステップＳ２９の処理の終了後、処理は、ステップＳ２６に戻り、それ以
降の処理が繰り返される。
【０２６６】
ステップＳ２２において、全ての画質パターンに対して学習が終了したと判断された場合
、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ３０において、正規方程式を掃き出し法等で解くことによ
って、クラスおよび出力画素（図４のＨＤ１乃至ＨＤ４、図５のＨＤ１′乃至ＨＤ４′参
照）の各組合わせの係数種データを算出し、ステップＳ３１において、その係数種データ
を、例えば、記憶部２１５、あるいは、ドライブ２２６に装着された記録媒体などに保存
して、処理が終了される。
【０２６７】
図１６を用いて説明した処理により、パーソナルコンピュータ２０１を用いて図１０に示
す係数種データ生成装置１２１と同様の手法によって、係数種データを得ることができる
。
【０２６８】
また、図１３の係数種データ生成装置１７１における処理も、同様にして、図１４のパー
ソナルコンピュータ２０１を用いて、ソフトウェアで実現することが可能である。
【０２６９】
図１７のフローチャートを参照して、係数種データ生成処理２について説明する。
【０２７０】
ＣＰＵ２１１は、ステップＳ５１において、学習に使われる画質パターン（例えば、パラ
メータｓ、およびｚで特定される画質パターン）を選択するとともに、その画質パターン
を履歴情報に基づいて調整し、ステップＳ５２において、全ての画質パターンに対する係
数データの算出処理が終了したか否かを判断する。
【０２７１】
ステップＳ５２において、係数データの算出処理が終了していないと判断された場合、Ｃ
ＰＵ２１１は、ステップＳ５３において、既知のＨＤ画素データをフレーム単位またはフ
ィールド単位で取得し、ステップＳ５４において、全てのＨＤ画素データについて処理が
終了したか否かを判断する。
【０２７２】
ステップＳ５４において、全てのＨＤ画素データについて処理が終了していないと判断さ
れた場合、ステップＳ５５において、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ５３において取得され
たＨＤ画素データより、ステップＳ５１において調整された画質パターンに基づいて、Ｓ
Ｄ画素データを生成する。
【０２７３】
ＣＰＵ２１１は、ステップＳ５６において、ステップＳ５５で生成されたＳＤ画素データ
より、ステップＳ５３で取得された各ＨＤ画素データに対応して、クラスタップおよび予
測タップの画素データを取得し、ステップＳ５７において、生成されたＳＤ画素データの
全領域において学習処理は終了しているか否かを判断する。ステップＳ５７において、学
習処理は終了していると判断された場合、ステップＳ５３に戻り、次のＨＤ画素データを
取得して、上述した処理と同様の処理が繰り返される。
【０２７４】
ステップＳ５７において、学習処理は終了していないと判断された場合、ＣＰＵ２１１は
、ステップＳ５８において、ステップＳ５６で取得されたクラスタップのＳＤ画素データ
から、クラスコードＣＬを生成し、ステップＳ５９において、係数データを得るための正
規方程式（式（２５）参照）を生成する。ステップＳ５９の処理の終了後、処理は、ステ
ップＳ５６に戻り、それ以降の処理が繰り返される。
【０２７５】
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ステップＳ５４において、全てのＨＤ画素データについて処理が終了したと判断された場
合、ステップＳ６０において、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ５９において生成された正規
方程式を、掃き出し法などで解いて、クラスおよび出力画素（図４のＨＤ１乃至ＨＤ４、
図５のＨＤ１′乃至ＨＤ４′参照）の各組合わせの係数データを算出し、処理は、ステッ
プＳ５１に戻り、次の画質パターンの選択、および調整を行って、上述した処理と同様の
処理を繰り返し、次の画質パターンに対応した、各組み合わせの係数データを求める。
【０２７６】
ステップＳ５２において、全ての画質パターンに対する係数データの算出処理が終了した
と判断された場合、ステップＳ６１において、ＣＰＵ２１１は、全ての画質パターンに対
する係数データから、係数種データを求めるための正規方程式（式（２８）参照）を生成
する。
【０２７７】
ＣＰＵ２１１は、ステップＳ６２において、ステップＳ６１で生成された正規方程式を、
掃き出し法等で解くことによって、クラスおよび出力画素の各組合わせの係数種データを
算出し、ステップＳ６３において、その係数種データを、例えば、記憶部２１５、あるい
はドライブ２２６に装着されている記録媒体などに保存して、処理が終了される。
【０２７８】
図１７を用いて説明した処理により、図１４を用いて説明したパーソナルコンピュータ２
０１において、図１３に示す係数種データ生成装置１７１と同様の手法によって、係数種
データを得ることができる。
【０２７９】
次に、この発明の他の実施の形態について説明する。
【０２８０】
図１８は、図１のテレビジョン受信装置１の他の構成において、持ち運び部１５に代わっ
て用いられる持ち運び部２５１の構成を示すブロック図である。持ち運び部２５１を備え
たテレビジョン受信装置１も、放送信号よりＳＤ信号としての５２５ｉ信号を得て、この
５２５ｉ信号をＨＤ信号としての１０５０ｉ信号に変換し、その１０５０ｉ信号を出力す
るものである。なお、図１８において、図３と対応する部分には同一の符号を付してあり
、その説明は適宜省略する。
【０２８１】
すなわち、持ち運び部２５１は、情報メモリバンク５１に代わって、情報メモリバンク２
６１を有し、正規化演算部４８、係数生成部５２、正規化係数演算部５４、および、正規
化係数メモリ５５が設けられていないこと以外は、図３を用いて説明した持ち運び部１５
と同様の構成を有している。
【０２８２】
情報メモリバンク２６１には、クラス、出力画素（図４のＨＤ１乃至ＨＤ４、図５のＨＤ
１′乃至ＨＤ４′参照）およびパラメータｓ、およびｚの値の組合わせ毎に、係数データ
Ｗｉ（ｉ＝１乃至ｎ）が予め格納されている。この係数データＷｉの生成方法については
後述する。
【０２８３】
図１８の持ち運び部２５１の動作について説明する。
【０２８４】
バッファメモリ１４に記憶されているＳＤ信号（５２５ｉ信号）より、第２のタップ選択
部４２で、作成すべきＨＤ信号（１０５０ｉ信号）を構成する単位画素ブロック内の４画
素（注目位置の画素）の周辺に位置する空間クラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）が
選択的に取り出される。この第２のタップ選択部４２で選択的に取り出された空間クラス
タップのデータ（ＳＤ画素データ）は、空間クラス検出部４４に供給される。この空間ク
ラス検出部４４では、空間クラスタップのデータとしての各ＳＤ画素データに対してＡＤ
ＲＣ処理が施されて、空間クラス（主に空間内の波形表現のためのクラス分類）のクラス
情報としての再量子化コードｑｉが得られる（式（１）参照）。
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【０２８５】
また、バッファメモリ１４に記憶されているＳＤ信号（５２５ｉ信号）より、第３のタッ
プ選択部４３で、作成すべきＨＤ信号（１０５０ｉ信号）を構成する単位画素ブロック内
の４画素（注目位置の画素）の周辺に位置する動きクラスタップのデータ（ＳＤ画素デー
タ）が選択的に取り出される。この第３のタップ選択部４３で選択的に取り出された動き
クラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）は、動きクラス検出部４５に供給される。この
動きクラス検出部４５では、動きクラスタップのデータとしての各ＳＤ画素データより動
きクラス（主に動きの程度を表すためのクラス分類）のクラス情報ＭＶが得られる。
【０２８６】
動き情報ＭＶと再量子化コードｑｉとはクラス合成部４６に供給される。クラス合成部４
６では、供給された動き情報ＭＶと再量子化コードｑｉとから、作成すべきＨＤ信号（１
０５０ｉ信号）を構成する単位画素ブロック毎にその単位画素ブロック内の４画素（注目
画素）が属するクラスを示すクラスコードＣＬが得られる（式（３）参照）。そして、こ
のクラスコードＣＬは、係数メモリ５３に読み出しアドレス情報として供給される。
【０２８７】
係数メモリ５３には、例えば垂直ブランキング期間に、ユーザによって調整されたパラメ
ータｓ、およびｚの値に対応したクラスおよび出力画素の各組合わせの係数データＷｉが
、システムコントローラ１２の制御によって、情報メモリバンク２６１よりロードされて
格納される。
【０２８８】
なお、情報メモリバンク２６１に、調整されたパラメータｓ、およびｚの値に対応した係
数データが蓄えられていない場合には、係数メモリ１５３は、その調整されたパラメータ
ｓ、およびｚの値の前後の値に対応した係数データＷｉを、情報メモリバンク２６１より
読み出すようにし、それらを用いた補間演算処理によって、調整されたパラメータｓ、お
よびｚの値に対応した係数データを得るようにしてもよい。
【０２８９】
上述したように、クラスコードＣＬが読み出しアドレス情報として係数メモリ５３に供給
されることで、係数メモリ５３から、クラスコードＣＬに対応した４出力画素（奇数フィ
ールドではＨＤ１乃至ＨＤ４、偶数フィールドではＨＤ１′乃至ＨＤ４′）分の推定式の
係数データＷｉが読み出されて、推定予測演算部４７に供給される。
【０２９０】
また、バッファメモリ１４に記憶されているＳＤ信号（５２５ｉ信号）より、第１のタッ
プ選択部４１で、作成すべきＨＤ信号（１０５０ｉ信号）を構成する単位画素ブロック内
の４画素（注目位置の画素）の周辺に位置する予測タップのデータ（ＳＤ画素データ）が
、選択的に取り出される。
【０２９１】
推定予測演算部４７では、予測タップのデータ（ＳＤ画素データ）ｘｉと、係数メモリ５
３より読み出される４出力画素分の係数データＷｉとから、作成すべきＨＤ信号を構成す
る単位画素ブロック内の４画素（注目位置の画素）のデータｙ1乃至ｙ4が演算される（式
（４）参照）。そして、推定予測演算部４７より順次出力されるＨＤ信号を構成する単位
画素ブロック内の４画素のデータｙ1乃至ｙ4は、後処理部４９に供給される。
【０２９２】
後処理部４９では、推定予測演算部４７より順次供給される単位画素ブロック内の４画素
のデータｙ1乃至ｙ4が線順次化され、１０５０ｉ信号のフォーマットで出力される。つま
り、後処理部４９からは、ＨＤ信号としての１０５０ｉ信号が出力される。
【０２９３】
このように、持ち運び部２５１では、調整されたパラメータｓ、およびｚの値に対応した
推定式の係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）が使用されて、ＨＤ画素データｙが演算される
。従って、ユーザは、パラメータｓ、およびｚの値を調整することで、ＨＤ信号による画
像の空間方向および時間方向の解像度を自由に調整することができる。
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【０２９４】
また、履歴情報記憶部５０には、システムコントローラ１２から情報メモリバンク２６１
に入力されるパラメータｓ、およびｚの値が入力される。そして、履歴情報記憶部５０の
度数分布メモリ９１および経時変化メモリ９４（図６参照）には、システムコントローラ
１２の制御により、図３に示す持ち運び部１５における場合と同様に、パラメータｓ、お
よびｚの値の履歴情報が格納される。
【０２９５】
このように、履歴情報記憶部５０の度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４に格納され
る履歴情報は、例えば、テレビジョン受信装置１のバージョンアップ時に、持ち運び部２
５１、もしくは持ち運び部２５１が含まれる基板を取り換える場合において、その情報メ
モリバンク２６１に格納される係数データＷｉを生成する際などに利用される。
【０２９６】
次に、係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）の生成方法について説明する。
【０２９７】
既に説明したように、係数種データの生成方法の他の例として、まずパラメータｓ、およ
びｚの値を段階的に可変して得られるＳＤ信号毎に、それを用いた学習によってクラスお
よび出力画素の各組合わせの係数データＷｉを生成し、次にＳＤ信号毎の各組合わせの係
数データＷｉを使用して、クラスおよび出力画素の各組合わせの係数種データｗ10乃至ｗ

n9を求めることができる。そして、情報メモリバンク２６１に予め蓄えられる、クラス、
出力画素およびパラメータｓ、およびｚの値の組合わせ毎の係数データＷｉは、この係数
種データの生成方法における、前半部分と同様の方法で生成することができる。
【０２９８】
図１９は、係数データ生成装置２７１の構成を示すブロック図である。この係数データ生
成装置２７１において、図１３に示す係数種データ生成装置１７１と対応する部分には同
一の符号を付してあり、その説明は適宜省略する。
【０２９９】
すなわち、図１９の係数データ生成装置２７１は、係数種メモリ１５２に代わって、係数
メモリ２８１が設けられ、正規方程式生成部１８３および係数種データ決定部１８４が設
けられていないこと以外は、図１３を用いて説明した係数種データ生成装置１７１と同様
の構成を有している。
【０３００】
係数メモリ２８１には、係数データ決定部１８２で決定された、パラメータｓ、およびｚ
の各値に対応した、クラスおよび出力画素の各組合わせの係数データＷｉが記憶される。
【０３０１】
次に、図１９に示される係数データ生成装置２７１の動作について説明する。
【０３０２】
入力端子１４１には、教師信号としてのＨＤ信号（１０５０ｉ信号）が供給され、このＨ
Ｄ信号に対してＳＤ信号生成部１４３で水平および垂直の間引き処理が行われて、生徒信
号としてのＳＤ信号（５２５ｉ信号）が生成される。
【０３０３】
ＳＤ信号生成部１４３に入力されるパラメータｓ、およびｚの値が順次変更されることで
、ＨＤ信号からＳＤ信号を生成する際に用いられる帯域制限フィルタの空間方向および時
間方向の帯域が変更されることから、空間方向および時間方向の帯域が段階的に変化した
、複数のＳＤ信号が生成される。
【０３０４】
この場合、ＳＤ信号生成部１４３では、履歴情報が入力されるときは、この履歴情報に基
づいて入力されたパラメータｓ、およびｚの値が調整され、調整されたパラメータｓ、お
よびｚの値に応じて、上述したようにＨＤ信号からＳＤ信号を生成する際に用いられる帯
域制限フィルタの空間方向および時間方向の帯域が可変される。
【０３０５】
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また、ＳＤ信号生成部１４３で生成されたＳＤ信号（５２５ｉ信号）より、第２のタップ
選択部１４５で、ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）における注目位置の周辺に位置する空間ク
ラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）が選択的に取り出される。この第２のタップ選択
部１４５で選択的に取り出された空間クラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）は、空間
クラス検出部１４７に供給される。空間クラス検出部１４７では、空間クラスタップのデ
ータとしての各ＳＤ画素データに対してＡＤＲＣ処理が施されて、空間クラス（主に空間
内の波形表現のためのクラス分類）のクラス情報としての再量子化コードｑｉが得られる
（式（１）参照）。
【０３０６】
また、ＳＤ信号生成部１４３で生成されたＳＤ信号より、第３のタップ選択部１４６で、
ＨＤ信号に係る注目画素の周辺に位置する動きクラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）
が選択的に取り出される。この第３のタップ選択部１４６で選択的に取り出された動きク
ラスタップのデータ（ＳＤ画素データ）は、動きクラス検出部１４８に供給される。この
動きクラス検出部１４８では、動きクラスタップのデータとしての各ＳＤ画素データより
動きクラス（主に、動きの程度を表すためのクラス分類）のクラス情報ＭＶが得られる。
【０３０７】
このクラス情報ＭＶと上述した再量子化コードｑｉとは、クラス合成部１４９に供給され
る。このクラス合成部１４９では、これらクラス情報ＭＶと再量子化コードｑｉとから、
ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）における注目位置の画素データが属するクラスを示すクラス
コードＣＬが得られる（式（３）参照）。
【０３０８】
また、ＳＤ信号生成部１４３で生成されるＳＤ信号より、第１のタップ選択部１４４で、
ＨＤ信号における注目位置の周辺に位置する予測タップのデータ（ＳＤ画素データ）が選
択的に取り出される。
【０３０９】
そして、正規方程式生成部１８１では、入力端子１４１に供給されるＨＤ信号より得られ
る注目位置の画素データとしての各ＨＤ画素データｙと、この各ＨＤ画素データｙにそれ
ぞれ対応して第１のタップ選択部１４４で選択的に取り出された予測タップのデータ（Ｓ
Ｄ画素データ）ｘｉと、各ＨＤ画素データｙにそれぞれ対応してクラス合成部１４９より
出力されるクラスコードＣＬとから、ＳＤ信号生成部１４３で生成される各ＳＤ信号のそ
れぞれに対応して、クラスおよび出力画素の組合わせ毎に、係数データＷｉ（ｉ＝１乃至
ｎ）を得るための正規方程式（式（２５）参照）が生成される。
【０３１０】
そして、係数データ決定部１８２において、その正規方程式が解かれ、各ＳＤ信号にそれ
ぞれ対応した、クラスおよび出力画素の各組合わせの係数データＷｉが求められる。すな
わち、係数データ決定部１８２からは、クラス、出力画素およびパラメータｓ、およびｚ
の値の組合わせ毎の係数データＷｉが得られる。この係数データＷｉは係数メモリ２８１
に格納される。
【０３１１】
このように、図１９に示される係数データ生成装置２７１において、図１８の持ち運び部
２５１の情報メモリバンク２６１に格納される、クラス、出力画素（ＨＤ１乃至ＨＤ４，
ＨＤ１′乃至ＨＤ４′）およびパラメータｓ、およびｚの値の組合わせ毎の係数データＷ
ｉが生成される。
【０３１２】
また、この係数データ生成装置２７１において、ＳＤ信号生成部１４３では、履歴情報に
基づいて、入力されるパラメータｓ、およびｚの値が調整され、この調整されたパラメー
タｓ、およびｚによって、ＨＤ信号からＳＤ信号を得る際に用いられる帯域制限フィルタ
の空間方向および時間方向の帯域が可変される。従って、このようにして求められた係数
データＷｉを、テレビジョン受信装置１のバージョンアップ時に新たに装着される、持ち
運び部２５１、もしくは、持ち運び部２５１が含まれる基板の情報メモリバンク２６１に
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格納して使用することで、ユーザは、パラメータｓ、およびｚの値の調整により、過去の
解像度調整の重心位置を中心とする範囲（図１１の一点鎖線枠ＡＦ参照）内で解像度の調
整を行うことが可能となる。
【０３１３】
なお、図１８の持ち運び部２５１では、空間方向（垂直方向および水平方向）の解像度を
定めるパラメータｓと時間方向（フレーム方向）の解像度を定めるパラメータｚとを設定
し、これらパラメータｓ、およびｚの値を調整することで画像の空間方向および時間方向
の解像度を調整し得るものとして説明したが、その他の画像の質を定めるパラメータを設
けるものも、同様に構成することができる。パラメータとしては、例えば、垂直方向の解
像度を定めるパラメータ、水平方向の解像度を定めるパラメータ、ノイズ除去度を定める
パラメータなど、種々のパラメータが考えられる。
【０３１４】
また、図１８の持ち運び部２５１では、パラメータｓ、およびｚの２つのパラメータを調
整し得るものを示したが、１個または３個以上のパラメータを取り扱うものも、同様にし
て構成することができる。その場合も、履歴情報記憶部５０には、それぞれのパラメータ
の履歴情報が格納されることとなる。そして、図１９に示す係数データ生成装置２７１で
は、それぞれのパラメータの履歴情報を使用して、上述した場合と同様の生成処理を行う
ことができる。
【０３１５】
また、図１８の持ち運び部２５１における処理を、図１の持ち運び部１５における処理と
同様に、例えば、図１４に示されるパーソナルコンピュータ２０１において、ソフトウェ
アで実現することも可能である。この場合、ＲＯＭ２１２等に、係数データが予め格納さ
れて使用される。
【０３１６】
図２０のフローチャートを参照して、図１４に示されるパーソナルコンピュータ２０１が
実行する、ＳＤ信号よりＨＤ信号を得るための画像信号処理２について説明する。
【０３１７】
ステップＳ８１において、ＣＰＵ２１１は、ＳＤ画素データをフレーム単位またはフィー
ルド単位で取得する。このＳＤ画素データが入力端子２２２より入力される場合、ＳＤ画
素データは、ＲＡＭ２１３に一時的に格納される。また、このＳＤ画素データが記録部２
１５に記録されている場合、記録部２１５からＳＤ画素データが読み出されて、ＲＡＭ２
１３に一時的に格納される。
【０３１８】
ステップＳ８２において、ＣＰＵ２１１は、入力ＳＤ画素データの全フレームまたは全フ
ィールドの処理が終了しているか否かを判断する。ステップＳ８２において、全データの
処理が終了していないと判断された場合、ステップＳ８３において、ＣＰＵ２１１は、ユ
ーザがリモートコマンダ２０３を操作して入力した画質指定値（例えばパラメータｓ、お
よびｚの値など）を、例えば、ＲＡＭ２１３より読み込むなどして取得する。
【０３１９】
ＣＰＵ２１１は、ステップＳ８４において、例えば、記録部２１５（図１８の持ち運び部
２５１の履歴情報記憶部５０における度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４の記憶内
容に相当する）に格納されている履歴情報を、取得された新たな画質指定値に基づいて更
新し、ステップＳ８５において、取得された画質指定値に基づいて、ＲＯＭ２１２等から
、その画質指定値に対応したクラスおよび出力画素（図４のＨＤ１乃至ＨＤ４、図５のＨ
Ｄ１′乃至ＨＤ４′参照）の各組合わせの係数データＷｉを読み出し、ＲＡＭ２１３に一
時的に格納する。
【０３２０】
ＣＰＵ２１１は、ステップＳ８６において、ステップＳ８１で取得されたＳＤ画素データ
より、生成すべき各ＨＤ画素データに対応して、クラスタップおよび予測タップの画素デ
ータを取得し、ステップＳ８７において、入力されたＳＤ画素データの全領域において、
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ＨＤ画素データを得る処理が終了したか否かを判断する。ステップＳ８７において、終了
していると判断された場合、処理は、ステップＳ８１に戻り、次のフレームまたはフィー
ルドのＳＤ画素データに対して、同様の処理が繰り返される。
【０３２１】
ステップＳ８７において、入力されたＳＤ画素データの全領域において、ＨＤ画素データ
を得る処理が終了していないと判断された場合、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ８８におい
て、ステップＳ８６において取得されたクラスタップのＳＤ画素データからクラスコード
ＣＬを生成し、ステップＳ８９において、そのクラスコードＣＬに対応した係数データと
予測タップのＳＤ画素データを使用して、推定式により、ＨＤ画素データを生成する。ス
テップＳ８９の処理の終了後、処理は、ステップＳ８６に戻り、それ以降の処理が繰り返
される。
【０３２２】
ステップＳ８２において、処理が終了していると判断された場合、処理が終了される。
【０３２３】
このように、図２０を用いて説明した処理が実行されることにより、パーソナルコンピュ
ータ２０１を用いて、入力されたＳＤ信号を構成するＳＤ画素データを処理して、ＨＤ信
号を構成するＨＤ画素データを得ることができる。上述したように、このように処理して
得られたＨＤ信号は、出力端子２２３から他の装置などに出力されたり、表示部２２１に
供給されて、ＨＤ信号に対応する画像が表示されたり、更に、記録部２１５に供給されて
、記録部２１５を構成するハードディスクなどに記録されたりする。
【０３２４】
上述したように、例えば、記録部２１５に格納される履歴情報は、ステップＳ８５で使用
する新たな係数データを生成する際に利用される。このように、新たに生成される係数デ
ータを利用することで、ユーザの好みに合わせた調整範囲での画質調整が可能となる。な
お、上述の履歴情報は、記録部２１５ではなく、ドライブ２２６に装着された記録媒体（
例えば、半導体メモリ２３４の一種である、メモリカードなどの装脱可能なメモリ）に格
納されるようにしてもよい。
【０３２５】
また、図１９の係数データ生成装置２７１における処理も、同様にして、例えば、図１４
に示されるパーソナルコンピュータ２０１によって、ソフトウェアで実現することが可能
である。
【０３２６】
図２１のフローチャートを参照して、図１４のパーソナルコンピュータ２０１が実行する
係数データ生成処理について説明する。
【０３２７】
ＣＰＵ２１１は、ステップＳ１０１において、学習に使われる画質パターン（例えば、パ
ラメータｓ、およびｚで特定される）を選択するとともに、その画質パターンを履歴情報
に基づいて調整し、ステップＳ１０２において、全ての画質パターンに対する係数データ
の算出処理が終了したか否かを判断する。
【０３２８】
ステップＳ１０２において、全ての画質パターンに対する係数データの算出処理が終了し
ていないと判断された場合、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ１０３において、既知のＨＤ画
素データをフレーム単位またはフィールド単位で取得し、ステップＳ１０４において、全
てのＨＤ画素データについて処理が終了したか否かを判断する。
【０３２９】
ステップＳ１０４において、全てのＨＤ画素データについて処理が終了していないと判断
された場合、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ１０５において、ステップＳ１０３において取
得されたＨＤ画素データより、ステップＳ１０１において調整された画質パターンに基づ
いて、ＳＤ画素データを生成し、ステップＳ１０６において、ステップＳ１０５で生成さ
れたＳＤ画素データより、ステップＳ１０３で取得された各ＨＤ画素データに対応して、
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クラスタップおよび予測タップの画素データを取得する。
【０３３０】
ステップＳ１０７において、ＣＰＵ２１１は、生成されたＳＤ画素データの全領域におい
て学習処理は終了しているか否かを判断する。
【０３３１】
ステップＳ１０７において、学習処理は終了していないと判断された場合、ステップＳ１
０８において、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ１０６で取得されたクラスタップのＳＤ画素
データからクラスコードＣＬを生成し、ステップＳ１０９において、係数データを得るた
めの正規方程式（式（２５）参照）を生成する。ステップＳ１０９の処理の終了後、処理
は、ステップＳ１０６に戻り、それ以降の処理が繰り返される。
【０３３２】
ステップＳ１０７において、学習処理は終了していると判断された場合、処理は、ステッ
プＳ１０３に戻り、次のＨＤ画素データを取得して、それ以降、上述した処理と同様の処
理が繰り返される。
【０３３３】
ステップＳ１０４において、全てのＨＤ画素データについて処理が終了したと判断された
場合、ステップＳ１１０において、ＣＰＵ２１１は、ステップＳ１０９で生成された正規
方程式を、掃き出し法などで解いて、クラスおよび出力画素（図４のＨＤ１乃至ＨＤ４、
図５のＨＤ１′乃至ＨＤ４′参照）の各組合わせの係数データを算出する。ステップＳ１
１０の処理の終了後、処理は、ステップＳ１０１に戻り、次の画質パターンが選択されて
調整が行われ、それ以降の処理が繰り返されて、次の画質パターンに対応した、各組合わ
せの係数データが求められる。
【０３３４】
ステップＳ１０２において、全ての画質パターンに対する係数データの算出処理が終了し
たと判断された場合、ステップＳ１１１において、ＣＰＵ２１１は、全ての画質パターン
に対する各クラスの係数データを、例えば、記憶部２１５、もしくはドライブ２２６に装
着された記録媒体などに保存して、処理が終了される。
【０３３５】
このように、図２１を用いて説明した処理により、図１４のパーソナルコンピュータにお
けるソフトウェアの処理により、図１９に示す係数データ生成装置２７１と同様の手法に
よって、係数データを得ることができる。
【０３３６】
次に、この発明の、更に異なる他の実施の形態について説明する。
【０３３７】
図２２は、図１を用いて説明したテレビジョン受信装置１の他の実施の形態として、持ち
運び部１５に代わって設けられる持ち運び部３０１の構成を示すブロック図である。この
持ち運び部３０１も、図３を用いて説明した持ち運び部１５および図１８を用いて説明し
た持ち運び部２５１と同様にして、放送信号よりＳＤ信号としての５２５ｉ信号を得て、
この５２５ｉ信号をＨＤ信号としての１０５０ｉ信号に変換し、その１０５０ｉ信号を出
力するものである。図２２において、図３と対応する部分には同一の符号を付してあり、
その説明は適宜省略する。
【０３３８】
すなわち、持ち運び部３０１は、情報メモリバンク５１に代わって、情報メモリバンク３
１１が備えられ、システムコントローラ１２から、第１のタップ選択部４１に制御信号が
供給されること以外は、図３を用いて説明した持ち運び部１５と同様の構成を有している
。
【０３３９】
情報メモリバンク３１１には、クラスおよび出力画素（図４のＨＤ１乃至ＨＤ４、図５の
ＨＤ１′乃至ＨＤ４′参照）の組合わせ毎に、推定式（式（４）参照）で用いられる係数
データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）を生成するための生成式（式（５）参照）における係数デー
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タである係数種データｗ10乃至ｗn9が格納されている。この係数種データｗ10乃至ｗn9の
生成方法については後述する。
【０３４０】
また、この情報メモリバンク３１１には、格納されている係数種データｗ10乃至ｗn9に関
連して、第１のタップ選択部４１で選択される予測タップのタップ位置情報が格納されて
いる。このタップ位置情報は、係数種データｗ10乃至ｗn9を生成した際の生成装置におけ
る予測タップの位置情報である。システムコントローラ１２は、このように、情報メモリ
バンク３１１に格納されているタップ位置情報に基づいて、第１のタップ選択部４１で選
択される予測タップの位置を、係数種データｗ10乃至ｗn9を生成した際の生成装置におけ
る予測タップの位置と等しくなるように切り換えるための制御信号を生成し、第１のタッ
プ選択部４１に供給する。
【０３４１】
ここで、第１のタップ選択部４１で選択される予測タップの位置は、水平方向、垂直方向
、時間方向に亘っている。本実施の形態においては、情報メモリバンク３１１に格納され
るタップ位置情報に基づいて、Ａタイプ、Ｂタイプ、Ｃタイプのいずれかに、予測タップ
の位置が切り換えられる。
【０３４２】
図２３乃至図２５は、それぞれ、Ａタイプ乃至Ｃタイプの予測タップ位置を示す図である
。ここで、「○」は選択される予測タップの位置を示している。また、Ｆ０は、作成すべ
きＨＤ信号の画素データ（注目位置の画素データ）が存在するフィールドであり、このフ
ィールドＦ０に中心予測タップＴＰが存在する。また、Ｆ－１は、フィールドＦ０より前
のフィールドであり、Ｆ＋１は、フィールドＦ０より後のフィールドである。
【０３４３】
図２３に示すＡタイプの予測タップ位置は、空間方向（垂直方向および水平方向）の予測
タップの個数を多くしたものである。これにより、パラメータｚの値で定められる時間方
向の解像度に比べて、パラメータｓの値で定められる空間方向の解像度が精度よく創造さ
れるものとなる。図２５に示すＣタイプの予測タップ位置は、時間方向の予測タップの個
数を多くしたものである。これにより、パラメータｓの値で定められる空間方向の解像度
に比べて、パラメータｚの値で定められる時間方向の解像度が精度よく創造されるものと
なる。図２４に示すＢタイプの予測タップ位置は、ＡタイプとＢタイプの中間である。な
お、Ａタイプ乃至Ｃタイプのそれぞれにおいて、予測タップの個数は等しくされている。
【０３４４】
このように構成される持ち運び部３０１の動作は、図３の持ち運び部１５の動作と全く同
様である。すなわち、持ち運び部３０１は、入力されたＳＤ信号（５２５ｉ信号）をＨＤ
信号（１０５０ｉ信号）に変換することができる。また、ユーザは、パラメータｓ、およ
びｚの値を調整することで、ＨＤ信号による画像の空間方向および時間方向の解像度を自
由に調整できる。
【０３４５】
また、履歴情報記憶部５０の度数分布メモリ９１（図６参照）には、システムコントロー
ラ１２から係数生成部５２に入力されるパラメータｓ、およびｚの値のそれぞれの度数分
布の情報が格納される。また、履歴情報記憶部５０の経時変化メモリ９４（図６参照）に
は、システムコントローラ１２から係数生成部５２に入力されるパラメータｓ、およびｚ
の値のうち、所定数、例えば１０個の最新のパラメータｓ、およびｚの値が格納される。
【０３４６】
このように、履歴情報記憶部５０の度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４に格納され
る履歴情報は、例えばテレビジョン受信装置１のバージョンアップ時に持ち運び部３０１
、もしくは持ち運び部３０１が含まれる基板を取り換える場合において、その情報メモリ
バンク３１１に格納される係数種データｗ10乃至ｗn9を生成する際などに利用される。
【０３４７】
情報メモリバンク３１１に格納される係数種データｗ10乃至ｗn9は、図１の持ち運び部１
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５の情報メモリバンク５１に格納される係数種データｗ10乃至ｗn9と同様の方法で生成さ
れる。
【０３４８】
図２６は、図２２の持ち運び部３０１の情報メモリバンク３１１に格納される係数種デー
タｗ10乃至ｗn9を生成するための係数種データ生成装置３２１の構成を示すブロック図で
ある。なお、図２６において、図１０と対応する部分には同一の符号を付してあり、その
説明は適宜省略する。
【０３４９】
すなわち、係数種データ生成装置３２１は、ＳＤ信号生成部１４３に代わって、入力端子
１４１に入力されるＨＤ信号に対して水平および垂直の間引き処理を行って、生徒信号と
してのＳＤ信号を得るＳＤ信号生成部３３１が設けられ、第１のタップ選択部１４４に代
わって、履歴情報の供給を受ける第１のタップ選択部３３２が設けられている以外は、図
１０を用いて説明した、係数種データ生成装置１２１と同様の構成を有するものである。
【０３５０】
ＳＤ信号生成部３３１には、図２２を用いて説明した持ち運び部３０１におけるパラメー
タｓ、およびｚの値と対応した、パラメータｓ、およびｚの値が入力される。しかし、Ｓ
Ｄ信号生成部３３１には、図１０の係数種データ生成装置１２１におけるＳＤ信号生成部
１４３とは異なり、履歴情報は入力されない。
【０３５１】
従って、このＳＤ信号生成部３３１では、入力されたパラメータｓ、およびｚの値が調整
されることはなく、入力されたパラメータｓ、およびｚの値そのものに応じて、ＨＤ信号
からＳＤ信号を生成する際に用いられる帯域制限フィルタの、空間方向および時間方向の
帯域が可変される。
【０３５２】
また、第１のタップ選択部３３２は、ＳＤ信号生成部１４３より出力されるＳＤ信号（５
２５ｉ信号）より、ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）における注目位置の周辺に位置する予測
タップのデータ（ＳＤ画素データ）ｘｉを選択的に取り出す。
【０３５３】
この第１のタップ選択部３３２には、図１０の係数種データ生成装置１２１における第１
のタップ選択部１４４とは異なり、図２２を用いて説明した持ち運び部３０１の履歴情報
記憶部５０の度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４（図６参照）に格納されている、
入力されたパラメータｓ、およびｚの値の履歴情報が供給される。
【０３５４】
なお、使用開始前のテレビジョン受信装置１の情報メモリバンク３１１に格納される係数
種データｗ10乃至ｗn9を生成する際には、いまだ履歴情報記憶部５０の度数分布メモリ９
１、経時変化メモリ９４に履歴情報が格納されていないので、第１のタップ選択部３３２
に履歴情報は入力されない。つまり、第１のタップ選択部３３２に履歴情報が入力される
のは、例えば、テレビジョン受信装置１のバージョンアップ時に、持ち運び部３０１、も
しくは持ち運び部３０１が含まれる基板を取り換える場合であって、その情報メモリバン
ク３１１に格納される係数種データｗ10乃至ｗn9を生成する際などである。
【０３５５】
第１のタップ選択部３３２では、予測タップ位置が、履歴情報に基づいて、図２３乃至図
２５を用いて説明したＡタイプ乃至Ｃタイプのうちのいずれかに切り換えられる。また、
第１のタップ選択部３３２において履歴情報の入力がない場合、予測タップ位置は、図２
４に示されるＢタイプとされる。この場合、パラメータｓの値で定められる空間方向の解
像度と、パラメータｚの値で定められる時間方向の解像度とが、それぞれ一定の精度で創
造されるように、係数種データｗ10乃至ｗn9が生成される。
【０３５６】
第１のタップ選択部３３２において、履歴情報が入力された場合、パラメータｓ、および
ｚの値のそれぞれにおける度数分布の情報が用いられて重心位置が求められる。この場合
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、所定数の最新のパラメータｓ、およびｚの値に対応する値で新しいほど大きな重み付け
がされる。そして、第１のタップ選択回路３３２では、この重心位置に応じて、予測タッ
プ位置のタイプが選択される。
【０３５７】
図２２を用いて説明した持ち運び部２２を有するテレビジョン受信装置１では、ユーザの
操作によってパラメータｓ、およびｚの値が、例えばそれぞれ０乃至８の範囲内で、所定
のステップをもって調整され、空間方向および時間方向の解像度の調整が行われる。
【０３５８】
上述した重心位置が、図２７に示されるユーザ調整範囲において、ＡＲａの範囲に存在し
、ユーザが空間方向の解像度に重きをおいた調整を行っていると想定されるとき、予測タ
ップ位置は、図２３に示すＡタイプが選択される。この場合、空間方向（垂直方向および
水平方向）の予測タップの個数が多くなるため、パラメータｚの値で定められる時間方向
の解像度に比べて、パラメータｓの値で定められる空間方向の解像度が精度よく創造され
るように、係数種データｗ10乃至ｗn9が生成される。
【０３５９】
また、この重心位置が図２７に示されるユーザ調整範囲において、ＡＲｂの範囲に存在し
、ユーザが空間方向および時間方向の解像度の一方にのみ重きを置いた調整を行っている
とは想定されないとき、予測タップ位置は、図２４に示すＢタイプが選択される。この場
合、上述の履歴情報の入力がない場合と同様に、パラメータｓの値で定められる空間方向
の解像度と、パラメータｚの値で定められる時間方向の解像度とが、それぞれ一定の精度
で創造されるように、係数種データｗ10乃至ｗn9が生成される。
【０３６０】
更に、この重心位置が図２７のＡＲｃの範囲に存在し、ユーザが空間方向の解像度に重き
を置いた調整を行っていると想定されるとき、予測タップ位置は、図２５に示すＣタイプ
が選択される。例えば、テレビジョン受信装置１の持ち運び部３０１におけるパラメータ
ｓ、およびｚの調整位置が、図２７に「&times;」印で示す位置にある場合には、重心位
置はＡＲｃの範囲に存在するため、予測タップ位置は、図２５に示すＣタイプが選択され
ることとなる。
【０３６１】
この場合、時間方向の予測タップの個数が多くなるため、パラメータｓの値で定められる
空間方向の解像度に比べて、パラメータｚの値で定められる時間方向の解像度が精度よく
創造されるように、係数種データｗ10乃至ｗn9が生成される。
【０３６２】
係数種データ生成装置３２１のその他の構成は、図１０の係数種データ生成装置１２１と
同様である。詳細説明は省略するが、このように構成される係数種データ生成装置３２１
の動作は、図１０の係数種データ生成装置１２１と同様であり、図２２に示す持ち運び部
３０１の情報メモリバンク３１１に格納される係数種データｗ10乃至ｗn9を良好に生成す
ることができる。なお、図２２を用いて説明した持ち運び部３０１の情報メモリバンク３
１１に格納されるタップ位置情報は、このように係数種データ生成装置３２１で係数種デ
ータｗ10乃至ｗn9を生成した際におけるタップ位置の情報である。
【０３６３】
このようにして求められた係数種データｗ10乃至ｗn9を、テレビジョン受信装置１のバー
ジョンアップ時に、新たに装着される持ち運び部３０１、もしくは持ち運び部３０１が含
まれる基板の情報メモリバンク３１１に格納して使用することで、ユーザが過去に空間方
向の解像度に重きをおいている場合には空間方向の解像度が精度よく創造されるようにな
り、一方、ユーザが過去に時間方向の解像度に重きをおいている場合には時間方向の解像
度が精度よく創造される。すなわち、新たに求められた係数種データｗ10乃至ｗn9を使用
することにより、ユーザの好みに合わせた解像度創造を行うことができる。
【０３６４】
なお、図２６に示す係数種データ生成装置３２１は、図１０に示す係数種データ生成装置
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１２１に対応したものであったが、図１３に示す係数種データ生成装置１７１に対応する
係数種データ生成装置によっても、持ち運び部３０１の情報メモリバンク３１１に格納さ
れる係数種データｗ10乃至ｗn9を生成することができる。この場合、係数種データ生成装
置１７１におけるＳＤ信号生成部１４３および第１のタップ選択部１４４の部分を、図２
６に示す係数種データ生成装置３２１におけるＳＤ信号生成部３３１および第１のタップ
選択部３３２に置き換えればよい。
【０３６５】
また、図２２の持ち運び部３０１では、空間方向（垂直方向および水平方向）の解像度を
定めるパラメータｓと時間方向（フレーム方向）の解像度を定めるパラメータｚとを設定
し、これらパラメータｓ、およびｚの値を調整することで画像の空間方向および時間方向
の解像度を調整し得るものを示したが、その他の２以上の方向の解像度を調整し得るもの
も同様に構成することができる。例えば、垂直方向および水平方向の解像度を調整するも
の、あるいは垂直方向、水平方向および時間方向の解像度を調整するものにおいても、同
様に構成することが可能である。
【０３６６】
また、図２２の持ち運び部３０１では、第１のタップ選択部４１で選択できる予測タップ
のタップ位置のタイプは図２３乃至図２５を用いて説明したタイプＡ乃至タイプＣの３タ
イプであったが、選択し得るタップ位置のタイプの個数は、これに限定されるものではな
い。
【０３６７】
また、図２２の持ち運び部３０１における処理を、例えば、図１４を用いて説明したパー
ソナルコンピュータ２０１によって、ソフトウェアで実現することも可能である。この場
合の画像信号処理は、基本的には、図１５に示すフローチャートに沿って行われるが、ス
テップＳ６において、予測タップの画素データを取得する際に、予測タップの画素位置は
、ステップＳ５の処理において使用された係数種データｗ10乃至ｗn9が生成された際の生
成装置における予測タップの位置と等しくされる。
【０３６８】
また、図２６の係数種データ生成装置３２１における処理も、同様にして、ソフトウェア
で実現可能である。この場合の係数種データ生成処理は、基本的には、図１６に示すフロ
ーチャートに沿って行われるが、ステップＳ２１においては、画質パターン（パラメータ
ｓ、およびｚで特定される）の選択のみ行われ、履歴情報による調整は行われない。また
、ステップＳ２６において予測タップの画素データを取得する際、その予測タップの画素
位置は、取得された履歴情報に基づいて選択される。
【０３６９】
次に、この発明の他の実施の形態について説明する。
【０３７０】
図２８は、他の実施の形態として、図１のテレビジョン受信装置１の持ち運び部１５に代
わって設けられる持ち運び部３４１の構成を示すブロック図である。この持ち運び部３４
１も、放送信号よりＳＤ信号としての５２５ｉ信号を得て、この５２５ｉ信号をＨＤ信号
としての１０５０ｉ信号に変換し、その１０５０ｉ信号を出力するものである。持ち運び
部１５に代わって持ち運び部３４１が設けられたテレビジョン受信装置１は、持ち運び部
１５が設けられている場合と同様の動作をすることは言うまでもない。
【０３７１】
図２８を用いて、持ち運び部３４１の詳細について説明する。図２８において、図１８と
対応する部分には同一符号を付し、その詳細な説明は適宜省略する。
【０３７２】
すなわち、持ち運び部３４１は、情報メモリバンク２６１に代わって、情報メモリバンク
３５１が設けられ、システムコントローラ１２から、第１のタップ選択部４１に制御信号
が供給されている以外は、図１８の持ち運び部２５１と基本的に同様の構成を有している
。この情報メモリバンク３５１には、クラス、出力画素（図４のＨＤ１乃至ＨＤ４、図５
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のＨＤ１′乃至ＨＤ４′参照）およびパラメータｓ、およびｚの値の組合わせ毎に、係数
データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）が予め格納されている。この係数データＷｉの生成方法につ
いては後述する。
【０３７３】
また、この情報メモリバンク３５１には、格納されている係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ
）に関連して、第１のタップ選択部４１で選択される予測タップのタップ位置情報が格納
されている。このタップ位置情報は、係数データＷｉを生成した際の生成装置における予
測タップの位置情報である。システムコントローラ１２は、このように、情報メモリバン
ク３５１に格納されているタップ位置情報に基づいて、第１のタップ選択部４１で選択さ
れる予測タップの位置を、係数データＷｉを生成した際の生成装置における予測タップの
位置と等しくなるように切り換える。
【０３７４】
ここで、第１のタップ選択部４１で選択される予測タップの位置は、水平方向、垂直方向
、時間方向に亘っている。この予測タップの位置は、図２２の持ち運び部３０１における
と同様に、情報メモリバンク３５１に格納されるタップ位置情報に基づいて、Ａタイプ、
Ｂタイプ、Ｃタイプのいずれかに切り換えられる。
【０３７５】
図２８の持ち運び部３４１の動作は、図１８の持ち運び部２５１の動作と全く同様である
ので、その詳細な説明は省略する。
【０３７６】
すなわち、持ち運び部３４１は、ＳＤ信号（５２５ｉ信号）をＨＤ信号（１０５０ｉ信号
）に変換することができる。また、ユーザは、パラメータｓ、およびｚの値を調整するこ
とで、ＨＤ信号による画像の空間方向および時間方向の解像度を自由に調整できる。
【０３７７】
また、履歴情報記憶部５０の度数分布メモリ９１（図６参照）には、システムコントロー
ラ１２から情報メモリバンク３５１に入力されるパラメータｓ、およびｚの値のそれぞれ
の度数分布の情報が格納される。また、履歴情報記憶部５０の経時変化メモリ９４（図６
参照）には、システムコントローラ１２から情報メモリバンク３５１に入力されるパラメ
ータｓ、およびｚの値のうち、所定数、例えば１０個の最新のパラメータｓ、およびｚの
値が格納される。
【０３７８】
このように、履歴情報記憶部５０の度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４に格納され
る履歴情報は、例えば、テレビジョン受信装置１のバージョンアップ時に持ち運び部３４
１、もしくは持ち運び部３４１が含まれる基板を取り換える場合において、その情報メモ
リバンク３５１に格納される係数データＷｉを生成する際などに利用される。
【０３７９】
情報メモリバンク３５１に格納される係数データＷｉ（ｉ＝１乃至ｎ）は、図１８の持ち
運び部２５１の情報メモリバンク２６１に格納される係数データＷｉと同様の方法で生成
される。
【０３８０】
図２９は、上述した持ち運び部３４１の情報メモリバンク３５１に格納される係数データ
Ｗｉを生成するための係数データ生成装置３６１の構成を示している。この図２９におい
て、図１９と対応する部分には同一符号を付し、その詳細説明は省略する。
【０３８１】
すなわち、係数データ生成装置３６１は、ＳＤ信号生成部１４３に代わってＳＤ信号生成
部３７１が設けられ、第１のタップ選択部１４４に代わって、第１のタップ選択部３７２
が設けられている以外は、図１９の係数データ生成装置２７１と同様の構成を有している
。
【０３８２】
ＳＤ信号生成部３７１は、入力端子１４１に入力されるＨＤ信号に対して水平および垂直
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の間引き処理を行って、生徒信号としてのＳＤ信号を得ることができる。ＳＤ信号生成部
３７１には、上述した持ち運び部３４１におけるパラメータｓ、およびｚの値と対応した
、パラメータｓ、およびｚの値が入力される。しかし、ＳＤ信号生成部３７１には、図１
９の係数データ生成装置２７１におけるＳＤ信号生成部１４３とは異なり、履歴情報は入
力されない。
【０３８３】
従って、このＳＤ信号生成部３７１では、入力されたパラメータｓ、およびｚの値が調整
されることはなく、入力されたパラメータｓ、およびｚの値そのものに応じて、ＨＤ信号
からＳＤ信号を生成する際に用いられる帯域制限フィルタの、空間方向および時間方向の
帯域が可変される。
【０３８４】
また、係数データ生成装置３６１は、ＳＤ信号生成部３７１より出力されるＳＤ信号（５
２５ｉ信号）より、ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）における注目位置の周辺に位置する予測
タップのデータ（ＳＤ画素データ）ｘｉを選択的に取り出す第１のタップ選択部３７２を
有している。
【０３８５】
この第１のタップ選択部３７２には、図１９の係数データ生成装置２７１における第１の
タップ選択部１４４とは異なり、上述したテレビジョン受信装置１に搭載される持ち運び
部３４１の履歴情報記憶部５０の度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４（図６参照）
に格納されている、入力されたパラメータｓ、およびｚの値の履歴情報が供給される。
【０３８６】
なお、使用開始前のテレビジョン受信装置１に搭載される持ち運び部３４１の情報メモリ
バンク３５１に格納される係数データＷｉを生成する際には、いまだ履歴情報記憶部５０
の度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４に履歴情報が格納されていないので、第１の
タップ選択部３７２に履歴情報は入力されない。つまり、第１のタップ選択部３７２に履
歴情報が入力されるのは、例えばテレビジョン受信装置１のバージョンアップ時に、持ち
運び部３４１、もしくは持ち運び部３４１が含まれる基板を取り換える場合であって、そ
の情報メモリバンク３５１に格納される係数データＷｉを生成する際などである。
【０３８７】
第１タップ選択部３７２では、履歴情報に基づいて、予測タップ位置は、図２３乃至図２
５に示すＡタイプ乃至Ｃタイプのいずれかに切り換えられる。
【０３８８】
履歴情報の入力がないときは、図２５に示すＢタイプとされる。この場合、パラメータｓ
の値で定められる空間方向の解像度と、パラメータｚの値で定められる時間方向の解像度
とが、それぞれ一定の精度で創造されるように、係数データＷｉが生成される。
【０３８９】
履歴情報が入力される場合、第１のタップ選択部３７２では、パラメータｓ、およびｚの
値のそれぞれにおける度数分布の情報が用いられて重心位置が求められる。この場合、所
定数の最新のパラメータｓ、およびｚの値に対応する値で新しいほど大きな重み付けがさ
れる。そして、第１のタップ選択回路３７２では、この重心位置に応じて、予測タップ位
置のタイプが選択される。
【０３９０】
持ち運び部３４１では、ユーザの操作によってパラメータｓ、およびｚの値が、例えばそ
れぞれ０乃至８の範囲内で、所定のステップをもって調整され、空間方向および時間方向
の解像度の調整が行われる。
【０３９１】
上述の重心位置が図２７のＡＲａの範囲に存在し、ユーザが空間方向の解像度に重きを置
いた調整を行っていると想定されるときは、図２３に示すＡタイプが選択される。この場
合、空間方向（垂直方向および水平方向）の予測タップの個数が多くなるため、パラメー
タｚの値で定められる時間方向の解像度に比べて、パラメータｓの値で定められる空間方
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向の解像度が精度よく創造されるように、係数データＷｉが生成される。
【０３９２】
また、この重心位置が図２７のＡＲｂの範囲に存在し、ユーザが空間方向および時間方向
の解像度の一方にのみ重きを置いた調整を行っているとは想定されないときは、図２４に
示すＢタイプが選択される。この場合、上述の履歴情報の入力がない場合と同様に、パラ
メータｓの値で定められる空間方向の解像度と、パラメータｚの値で定められる時間方向
の解像度とが、それぞれ一定の精度で創造されるように、係数データＷｉが生成される。
【０３９３】
更に、この重心位置が図２７のＡＲｃの範囲に存在し、ユーザが空間方向の解像度に重き
を置いた調整を行っていると想定されるときは、図２５に示すＣタイプが選択される。こ
の場合、時間方向の予測タップの個数が多くなるため、パラメータｓの値で定められる空
間方向の解像度に比べて、パラメータｚの値で定められる時間方向の解像度が精度よく創
造されるように、係数データＷｉが生成される。
【０３９４】
係数データ生成装置３６１のその他の構成は、図１９の係数データ生成装置２７１と同様
である。詳細説明は省略するが、このように構成される係数データ生成装置３６１の動作
は、図１９の係数データ生成装置２７１と同様であり、図２８に示すテレビジョン受信装
置１に搭載される持ち運び部３４１の情報メモリバンク３５１に格納される係数データＷ
ｉを良好に生成することができる。なお、上述した持ち運び部３４１の情報メモリバンク
３５１に格納されるタップ位置情報は、このように係数データ生成装置３６１で係数デー
タＷｉを生成した際におけるタップ位置の情報である。
【０３９５】
このようにして求められた係数データＷｉを、テレビジョン受信装置１のバージョンアッ
プ時に新たに装着される、持ち運び部３４１、もしくは持ち運び部３４１が含まれる基板
の情報メモリバンク３５１に格納して使用することで、ユーザが過去に空間方向の解像度
に重きをおいている場合には空間方向の解像度が精度よく創造されるようになり、一方、
ユーザが過去に時間方向の解像度に重きをおいている場合には時間方向の解像度が精度よ
く創造される。すなわち、新たに求められた係数データＷｉを使用することにより、ユー
ザの好みに合わせた解像度創造を行うことができる。
【０３９６】
なお、図２８の持ち運び部３４１では、空間方向（垂直方向および水平方向）の解像度を
定めるパラメータｓと時間方向（フレーム方向）の解像度を定めるパラメータｚとを設定
し、これらパラメータｓ、およびｚの値を調整することで画像の空間方向および時間方向
の解像度を調整し得るものを示したが、その他の２以上の方向の解像度を調整し得るもの
も同様に構成することができる。例えば、垂直方向および水平方向の解像度を調整するも
の、あるいは垂直方向、水平方向および時間方向を調整するものである。
【０３９７】
また、図２８の持ち運び部３４１では、第１のタップ選択部４１で選択できる予測タップ
のタップ位置のタイプはＡタイプ乃至Ｃの３タイプであったが、選択し得るタップ位置の
タイプの個数はこれに限定されるものではない。
【０３９８】
また、図２８の持ち運び部３４１における処理を、例えば、図１４に示すようなパーソナ
ルコンピュータ２０１によって、ソフトウェアで実現することも可能である。この場合の
画像信号処理は、基本的には、図２０に示すフローチャートに沿って行われるが、ステッ
プＳ８６で予測タップの画素データを取得する際に、予測タップの画素位置は、ステップ
Ｓ８５で読み出される係数データＷｉが生成された際の生成装置における予測タップの位
置と等しくされる。
【０３９９】
また、同様に、図２９の係数データ生成装置３６１における処理も、ソフトウェアで実現
可能である。この場合の係数データ生成処理は、基本的には、図２１に示すフローチャー
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トに沿って行われるが、ステップＳ１０１では、画質パターン（パラメータｓ、およびｚ
で特定される）の選択のみ行われ、履歴情報による調整は行われない。また、ステップＳ
１０６で予測タップの画素データを取得する際、その予測タップの画素位置は履歴情報に
基づいて選択される。
【０４００】
なお、上述した図３、図１８、図２２および図２８に示す持ち運び部においては、ＨＤ信
号を生成する際の推定式として線形一次方程式を使用したものを例に挙げて説明したが、
これに限定されるものではなく、例えば推定式として高次方程式を使用するものであって
もよい。
【０４０１】
更に、テレビジョン受信装置１は、例えば、磁気テープ、光ディスク、磁気ディスク、光
磁気ディスク、もしくは、半導体メモリなどの記録媒体にデータを記録したり、これらの
記録媒体に記録されているデータを再生したりすることができる記録再生装置を備えるか
、もしくは、記録再生装置と接続可能であるものとしてもよい。
【０４０２】
その場合、上述した図３、図１８、図２２および図２８に示す持ち運び部を備えたテレビ
ジョン受信装置１は、ＳＤ信号の放送データを受信して、ＨＤ信号に変換して、各種記録
媒体に記録させたり、もしくは、各種記録媒体に記録されているＳＤ信号の映像データを
ＨＤ信号に変換して、再生させたり、再び各種記録媒体に記録させることができる。すな
わち、本発明は、放送データに限らず、あらゆるコンテンツデータを処理する場合に適用
可能である。
【０４０３】
また、上述した図３、図１８、図２２および図２８に示す持ち運び部においては、ＳＤ信
号（５２５ｉ信号）をＨＤ信号（１０５０ｉ信号）に変換する例を示したが、この発明は
それに限定されるものでなく、推定式を使用して第１の画像信号を第２の画像信号に変換
するその他の場合にも、同様に適用できることは勿論である。
【０４０４】
また、上述した図３、図１８、図２２および図２８に示す持ち運び部においては、情報信
号が画像信号である場合を示したが、この発明はこれに限定されない。例えば、情報信号
が音声信号である場合にも、この発明を同様に適用することができる
【０４０５】
また、上記した図１０、図１３、図１９、図２６および図２９の生成装置においては、Ｓ
Ｄ信号生成回路により、教師信号としてのＨＤ信号から生徒信号としてのＳＤ信号を生成
して、学習を行う例について説明した。しかし、ＨＤ信号とＳＤ信号とを同時に取得でき
る撮像装置を利用するなどして、独立して得られたＨＤ信号とＳＤ信号を用いて学習を行
うようにしてもよい。
【０４０６】
なお、上述した図３、図１８、図２２および図２８に示す持ち運び部の履歴情報記憶部５
０には、それぞれのパラメータの履歴情報が格納される、すなわち、履歴情報記憶部５０
の度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４に履歴情報が格納され、また、情報メモリバ
ンク５１などには、係数種データｗ10乃至ｗn9が格納されるものとして説明したが、図３
、図１８、図２２および図２８を用いて説明した持ち運び部、あるいは、持ち運び部に含
まれる履歴情報記憶部５０、もしくは、度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４などの
着脱可能に構成されている部分には、更に異なる情報が格納されるようにしてもよい。
【０４０７】
例えば、テレビジョン受信装置１がＥＰＧ（Electronic Program Guide）による番組表の
データを含む、デジタル放送データを受信することが可能である場合、例えば、システム
コントローラ１２に、受信したデジタル放送データから、ＥＰＧデータを抽出して取得さ
せるようにすることができる。番組表のデータには、数日分の番組のそれぞれにおける情
報、例えば放送日時、チャネル、タイトル、出演者の人名、ジャンル、概要などの情報が
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含まれている。
【０４０８】
システムコントローラ１２は、デジタル放送データから抽出したＥＰＧデータを基に、例
えば、ユーザが視聴中、もしくは、録画中の番組のジャンルを検出し、履歴情報記憶部５
０、もしくは、度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４などの着脱可能に構成されてい
る部分に格納される履歴情報や係数種データなどが、番組のジャンル毎に、区別されて格
納されるように制御する。
【０４０９】
このことにより、持ち運び部、あるいは、履歴情報記憶部５０、もしくは、度数分布メモ
リ９１、経時変化メモリ９４などの着脱可能に構成されている部分には、番組のジャンル
毎に区別されて、履歴情報や係数種データなどが格納される。
【０４１０】
また、テレビジョン受信装置１においては、持ち運び部を含む、例えば、基板などのユニ
ットが、装脱可能に構成されているか、もしくは、持ち運び部全体を着脱可能に構成する
のではなく、履歴情報記憶部５０、あるいは度数分布メモリ９１、経時変化メモリ９４の
みが装脱可能に構成されているので、対応する部分を交換することによって、テレビジョ
ン受信装置１の機能のバージョンアップを行うことなどが可能になっている。
【０４１１】
そして、この着脱可能な構成部分は、テレビジョン受信装置１のバージョンアップ以外に
も利用可能である。以下、着脱可能な部分を、図３を用いて説明した持ち運び部１５とし
て、バージョンアップ以外の利用方法の具体的な例について説明する。
【０４１２】
例えば、映画館など、多数の視聴者が集まる場所において、持ち運び部１５に格納されて
いる履歴情報や係数種データを集計し、そのデータを基に、表示される画像の画質を、視
聴者が全体的に高い満足度を得ることができる画質に調整して表示させるようにしたり、
集計された多数のデータからよりよい調整値を算出し、それぞれの持ち運び部１５に格納
されている係数種データを更新したりすることが可能である。
【０４１３】
図３０は、複数の持ち運び部１５－１乃至持ち運び部１５－ｎから、格納されている履歴
情報や係数種データを集計し、そのデータを基に、表示される画像の画質を調整して、表
示させる画像処理装置４０１の構成を示すブロック図である。
【０４１４】
画像処理装置４０１の構成について説明する。
【０４１５】
データ収集部４１１は、持ち運び部１５－１乃至持ち運び部１５－ｎからデータを収集し
、蓄積して、演算処理部４１２に供給するとともに、演算処理部４１２から供給された、
それぞれのユーザにフィードバックされる係数種データを、持ち運び部１５－１乃至持ち
運び部１５－ｎに出力して、情報メモリバンク５１に記録させる。
【０４１６】
図３１は、データ収集部４１１の、更に詳細な構成を示すブロック図である。
【０４１７】
データ読み出し部４２１－１乃至データ読み出し部４２１－ｎは、持ち運び部１５－１乃
至持ち運び部１５－ｎに格納されている履歴情報や係数種データを読み出す。データ書き
込み部４２２－１乃至データ書き込み部４２２－ｎは、データ読み出し部４２１－１乃至
データ読み出し部４２１－ｎが読み出した履歴情報や係数種データを蓄積部４２３に書き
込む。
【０４１８】
蓄積部４２３は、書き込まれた情報を蓄積し、所定のタイミングで、入出力インターフェ
ース４２４を介して、演算処理部４１２に出力する。この際、蓄積部４２３に蓄積される
情報は、例えば、持ち運び部１５－１乃至１５－ｎのそれぞれに固有に割り当てられた持
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ち運び部ＩＤ、もしくは、これらを所有するユーザに固有に割り当てられたユーザＩＤな
どによって管理されるようにしてもよい。
【０４１９】
入出力インターフェース４２４は、データ収集部４１１と、演算処理部４１２とのデータ
の授受を行うインターフェースであり、蓄積部４２３で蓄積された履歴情報や係数種デー
タを、演算処理部４１２に出力したり、演算処理部４１２から供給された、更新用の係数
種データを、データ書き込み部４２５－１乃至データ書き込み部４２５－ｎに出力したり
する。
【０４２０】
データ書き込み部４２５－１乃至データ書き込み部４２５－ｎは、入出力インターフェー
ス４２４から、それぞれのユーザにフィードバックされる、例えば、更新用の係数種デー
タなどの入力を受け、持ち運び部１５－１乃至持ち運び部１５－ｎに出力して、情報メモ
リバンク５１に記録させる。
【０４２１】
データ読み出し部４２１－１乃至データ読み出し部４２１－ｎおよびデータ書き込み部４
２５－１乃至データ書き込み部４２５－ｎと、持ち運び部１５－１乃至持ち運び部１５－
ｎとの情報の通信は、有線によって行われるものであっても無線によって行われるもので
あっても、あるいは、電気的な接触によるものであっても非接触で行われるものであって
もよい。
【０４２２】
データ読み出し部４２１－１乃至データ読み出し部４２１－ｎおよびデータ書き込み部４
２５－１乃至データ書き込み部４２５－ｎは、別々に構成されていなくてもよく、例えば
、図３２に示されるように、映画館などにおいて、観客が使用するいす４３１などに、デ
ータ読み取りおよび書き込み部４４１として設けられ、持ち運び部１５が装着可能なよう
に構成されていてもよい。
【０４２３】
更に、画像処理装置４０１のデータ読み出し部４２１－１乃至データ読み出し部４２１－
ｎおよびデータ書き込み部４２５－１乃至データ書き込み部４２５－ｎは、図３３に示さ
れるように、例えば、インターネット４５１などのネットワークと接続されているものと
してもよい。この場合、例えば、図１４を用いて説明したパーソナルコンピュータ２０１
と同様に、持ち運び部１５が実行する処理をソフトウェアによって実行可能なパーソナル
コンピュータ２０１－１乃至パーソナルコンピュータ２０１－ｌと、インターネット４５
１を介して情報が授受される。また、持ち運び部１５－１乃至持ち運び部１５－ｍを、例
えば、一般的なパーソナルコンピュータ４５２、ＰＡＤ（Personal Digital（Data) Assi
stants）４５３、あるいは、携帯型電話機４５４などの、インターネット４５１と接続し
て通信可能な情報機器と接続させることにより、画像処理装置４０１と持ち運び部１５－
１乃至持ち運び部１５－ｍとの通信が可能となる。
【０４２４】
データ収集部４１１は、これ以外にも、蓄積部４２３に蓄積されている情報を演算処理部
４１２に出力する前に演算処理することが可能なように、もしくは、それぞれのユーザに
フィードバックされる係数種データなどを、データ収集部４１１において算出することが
できるように、例えば、データを取捨選択する機能を有する選択部や、平均化などの演算
を行う機能を有する演算部などを備えるようにしてもよい。また、データ収集部４１１が
、選択部や演算部などを備える場合、蓄積部４２３には、選択部により選択されたデータ
や、演算部による演算結果を更に蓄積するようにしてもよい。
【０４２５】
また、データ収集部４１１は、持ち運び部１５－１乃至１５－ｎから、履歴情報や係数種
データ以外の情報を収集して、蓄積し、演算処理部４１２に供給するようにしてもよい。
【０４２６】
再び、図３０に戻り、画像処理装置４０１について説明する。
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【０４２７】
演算処理部４１２は、データ収集部４１１から、履歴情報や係数種データの供給を受け、
それらのデータを集計して、最も適した係数種データなどの、画像処理に利用されるパラ
メータを演算し、画像処理制御部４１３に供給するとともに、データ収集部４１１に供給
して、持ち運び部１５－１乃至持ち運び部１５－ｎにフィードバックさせる。
【０４２８】
また、多くの観客、すなわち、不特定多数のユーザから収集された画像の嗜好情報である
履歴情報や係数種データは、例えば、新たなテレビジョン受信機や各種画像表示装置など
の画質のパラメータ設計において、好ましい画質を設計する上で非常に有効なデータであ
る。従って、演算処理部４１２で演算された、新たな係数種データ、あるいは、データ収
集部４１１で収集された履歴情報や係数種データを、外部に出力して、二次利用すること
ができるようにしてもよい。
【０４２９】
図３４は、演算処理部４１２の更に詳細な構成を示すブロック図である。
【０４３０】
入出力インターフェース４７１は、データ収集部４１１など、外部との情報の授受を行う
インターフェースであり、データ収集部４１１から、履歴情報や係数種データの供給を受
けたり、係数種データ生成装置１２１で生成された新たな係数種データを、データ収集部
４１１、もしくは、画像処理装置４０１の外部の装置に出力したりする。集計演算部４７
２は、複数の履歴情報や係数種データに対して、例えば、平均演算や、代表値算出などの
統計処理を行う。係数種データ生成装置１２１については、図１０を用いて上述している
とおりであるので、その詳細な説明は省略する。
【０４３１】
ここでは、画像処理に利用されるパラメータを、係数種データ生成装置１２１を用いて生
成するものとして説明しているが、画像処理に利用されるパラメータは、他の方法を用い
て生成されるようにしてもよい。
【０４３２】
次に、演算処理部４１２の処理について説明する。
【０４３３】
集計演算部４７２は、入出力インターフェース４７１を介して供給された、複数の履歴情
報や係数種データに対して行った統計処理の結果を、係数種データ生成装置１２１に出力
する。係数種データ生成装置１２１は、集計演算部４７２から供給された値を用いて、新
たな係数種データを算出し、画像処理制御部４１３に出力するとともに、入出力インター
フェース４７１を介して、データ収集部４１１に出力するとともに、必要に応じて、新た
な画像処理装置のパラメータの作りこみのための二次利用などのために、画像処理装置４
０１の外部の装置に出力する。
【０４３４】
ここでは、演算処理部４１２は、図１０を用いて説明した係数種データ生成装置１２１を
有し、複数の履歴情報や係数種データを用いて、新たな係数種データを生成するものとし
て説明したが、演算処理部４１２に供給される情報は、画質を決定するためのパラメータ
として利用することができる情報であれば、例えば、空間解像度、時間解像度、画像のシ
ャープネス、画面の明るさ、もしくはコントラストなど、履歴情報や係数種データ以外の
ものであってもかまわない。
【０４３５】
また、演算処理部４１２は、供給される情報が、例えば、履歴情報や係数種データであっ
ても、新たな係数種データ以外の、例えば、空間解像度、時間解像度、画像のシャープネ
ス、画面の明るさ、もしくはコントラストなどのパラメータを算出するようにしてもよい
。
【０４３６】
すなわち、演算処理部４１２は、データ収集部４１１が、複数の持ち運び部１５から収集
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した、例えば、履歴情報や係数種データなどの、複数のユーザの画像の嗜好をあらわす情
報の入力を受け、これらの情報を基に、複数のユーザにとって、最も良好であると思われ
る画像を表示させるためのパラメータを算出するものである。
【０４３７】
再び、図３０に戻り、画像処理装置４０１について説明する。
【０４３８】
画像処理制御部４１３は、演算処理部４１２から、例えば、係数種データなどの、画質を
決定するためのパラメータの入力を受け、画像処理部４１４が実行する画像処理（例えば
、空間解像度および時間解像度の設定、シャープネスの設定、画面の明るさの設定、もし
くは、コントラストの設定など）を制御するための制御信号を生成し、画像処理部４１４
に出力する。
【０４３９】
画像処理部４１４は、コンテンツデータ格納部４１５から、画像処理前のコンテンツデー
タを取得し、画像処理制御部４１３から供給された制御信号を基に、コンテンツデータに
対して、持ち運び部１５を有する複数のユーザが最も良好であると思われる画像を表示さ
せるための画像処理（例えば、空間解像度および時間解像度の設定、シャープネスの設定
、画面の明るさの設定、もしくは、コントラストの設定など）を実行する。
【０４４０】
コンテンツデータ格納部４１５は、例えば、従来の映画館で上映される画質の映画の画像
データなどの、画像処理前のコンテンツデータを格納している。ここでは、コンテンツデ
ータ格納部４１５は、画像処理装置４０１の内部に設けられているものとして説明してい
るが、コンテンツデータ格納部４１５は、画像処理装置４０１の外部に設けられていても
よいし、コンテンツデータ格納部４１５を設けることなく、画像処理部４１４が、ネット
ワークなどの通信手段を介して、コンテンツデータを取得することができるようにしても
よい。
【０４４１】
表示制御部４１６は、画像処理部４１４から供給された、画像処理済の画像データの、図
示しないスクリーンなどへの表示を制御する。
【０４４２】
また、ユーザの画像の嗜好は、例えば、そのコンテンツのカテゴリによって偏りがあると
考えられる。例えば、ラブストーリであれば、コントラストやシャープネスの低い、淡い
印象の画像が好適であると考えるユーザが、アクション映画に対しては、コントラストや
シャープネスが高く、はっきりとした印象を持つ画像が好適であると考える場合などが考
えられる。
【０４４３】
そこで、上述したように、持ち運び部１５－１乃至持ち運び部１５－ｎに記録されている
、例えば、履歴情報や係数種データなどの、複数のユーザの画像の嗜好をあらわす情報が
、ＥＰＧなどを基に、そのコンテンツのカテゴリによって区別されているような場合、画
像処理部４０１は、画像処理部４１４によって処理されるコンテンツのカテゴリに対応し
た嗜好情報を、持ち運び部１５－１乃至持ち運び部１５－ｎから取得し、それらの情報を
用いて、画像処理を行うようにする。このことにより、ユーザの嗜好により合致した画像
を生成することができる。
【０４４４】
また、例えば、多くの映画上映施設を有する、いわゆるシネマコンプレックスなどにおい
て、同一の映画が複数の会場で上映される場合、それぞれの会場において上映される映画
の画質を、予め異なるものとし、持ち運び部１５に記録されているそれぞれのユーザの嗜
好情報に基づいて、対応するユーザの嗜好に最も合致した画質で上映される会場を案内す
ることができるようにしてもよい。
【０４４５】
図３５は、上映会場案内装置５０１の外観を示す図である。上映会場案内装置５０１は、
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例えば、シネマコンプレックスの入り口などに設置されている。
【０４４６】
ユーザは、上映会場案内装置５０１の持ち運び部挿入部５１２に持ち運び部１５を挿入す
る。図３５においては、持ち運び部１５を、上映会場案内装置５０１に挿入するものとし
て図示したが、上映会場案内装置５０１は、持ち運び部１５と非接触で通信可能であるよ
うにしてもよい。
【０４４７】
上映会場案内装置５０１は、持ち運び部１５に格納されている、例えば、履歴情報や係数
種データなどの、持ち運び部１５を保有するユーザの画像の嗜好をあらわす情報を読み出
して、複数の上映会場のうち、対応するユーザの画像の嗜好に最も合致した上映会場を判
定し、判定結果を表示部５１１に表示する。
【０４４８】
図３６は、上映会場案内装置５０１の構成を示すブロック図である。
【０４４９】
データ読み出し部５２１は、持ち運び部挿入部５１２に挿入された持ち運び部１５に格納
されている、例えば、履歴情報や係数種データなどの、ユーザの画像の嗜好をあらわす情
報を読み出す。データ書き込み部５２２は、データ読み出し部５２１によって読み出され
たユーザの画像の嗜好を表す情報を蓄積部５２３に書き込む。蓄積部５２３は、書き込ま
れた情報を蓄積し、必要に応じて、入出力インターフェース５２４を介して、蓄積された
嗜好情報を、外部の装置に出力する。ここでも、多くの観客から収集された履歴情報や係
数種データは、例えば、新たなテレビジョン受信機や各種画像表示装置などの画質のパラ
メータ設計において非常に有効なデータであるので、これらの目的のために、二次利用す
ることができる。
【０４５０】
また、入出力インターフェース５２４は、必要に応じて、持ち運び部挿入部５１２に挿入
されている持ち運び部１５に記録されている係数種データなどを更新するための情報の入
力を受け、データ書き込み部５２５に出力する。データ書き込み部５２５は、入力された
情報を、持ち運び部挿入部５１２に挿入されている持ち運び部１５に出力し、情報メモリ
バンク５１に格納されている係数種データなどを更新させる。
【０４５１】
データ読み出し部５２１は、更に、読み出したユーザの画像の嗜好情報を判定部５２６に
供給する。上映会場データ格納部５２８は、入出力インターフェース５２４を介して、上
映会場毎の、上映される画像の特徴量に関する情報（例えば、空間解像度および時間解像
度の設定、シャープネスの設定、画面の明るさの設定、もしくは、コントラストの設定な
ど）の入力を受け、格納する。判定部５２６は、上映会場データ格納部５２８に格納され
ている、上映会場毎の、上映される画像の特徴量に関する情報を参照し、データ読み出し
部５２１から供給されたユーザの画像の嗜好情報に最も合致する上映会場を判定し、判定
結果を表示制御部５２７に出力する。
【０４５２】
表示制御部５２７は、判定部５２６から供給された判定結果を基に、例えば、「スクリー
ン３に御入場下さい」などの、ユーザに上映会場を通知するために表示部５１１に表示さ
せるテキスト、あるいは画像データを生成し、表示部５１１に表示させる。
【０４５３】
ここでは、判定部５２６から供給された判定結果を基に、例えば、「スクリーン３に御入
場下さい」などの、ユーザに上映会場を通知するためのメッセージを表示部５１１に表示
させるものとして説明したが、ユーザに上映会場を通知するためのメッセージを、例えば
、音声として出力したり、紙媒体などに印刷して出力したりしてもよい。また、例えば、
携帯型電話機などの、ユーザが保有する情報処理装置などに、判定部５２６から供給され
た判定結果を送信して表示させるようにしてもよい。
【０４５４】
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ここでも、持ち運び部１５に記録されている、例えば、履歴情報や係数種データなどの、
複数のユーザの画像の嗜好をあらわす情報が、ＥＰＧなどを基に、そのコンテンツのカテ
ゴリによって区別されているような場合、判定部５２６は、上映されるコンテンツのカテ
ゴリに対応した嗜好情報を基に、ユーザの画像の嗜好情報に最も合致する上映会場を判定
するようにすることができる。
【０４５５】
このような処理により、それぞれのユーザの画像の嗜好にできるだけ合致するような画像
処理が施されたコンテンツをユーザに提供することができるのみならず、新たなテレビジ
ョン受信機や各種画像表示装置などの画質のパラメータ設計において非常に有効なデータ
を効率よく収集することができる。
【０４５６】
なお、図３５および図３６においては、持ち運び部１５が、上映会場案内装置５０１の持
ち運び部挿入部５１２に挿入されるものとして説明したが、持ち運び部１５と上映会場案
内装置５０１とは、例えば、インターネットなどのネットワークを介して、情報の授受が
可能なようにしてもよい。この場合、上映会場案内装置５０１には、持ち運び部挿入部５
１２に代わって、インターネットなどのネットワークを介した通信が可能な、図示しない
通信処理部などが備えられる。
【０４５７】
この場合、ユーザは、持ち運び部１５に予め記録されている、例えば、履歴情報や係数種
データなどの、ユーザの画像の嗜好をあらわす情報を、ユーザＩＤなどとともに、インタ
ーネットを介して、上映会場案内装置５０１に送信する。上映会場案内装置５０１は、供
給されたユーザの画像の嗜好を表す情報を基に、対応するユーザの嗜好に合致した上映会
場を判定する。そして、上映会場案内装置５０１は、上映会場の判定結果を、即時にイン
ターネットを介してユーザに対して通知するようにしてもよいし、上映会場の判定結果を
ユーザＩＤに対応つけて一時保存しておき、ユーザがシネマコンプレックスなどの上映会
場に来場した際に、ユーザＩＤの入力を受けて、表示部５１１に表示させるようにしても
よい。
【０４５８】
また、持ち運び部１５と上映会場案内装置５０１とで、例えば、インターネットなどを介
して、情報の授受が行われる場合においては、入出力インターフェース５２４から入力さ
れた、係数種データなどを更新するための情報は、データ書き込み部５２５によって、イ
ンターネットを介して持ち運び部１５に出力され、情報メモリバンク５１に格納されてい
る係数種データなどが更新される。
【０４５９】
図３０乃至図３６を用いて説明した処理においては、ユーザが多数集まる場所として、映
画館を想定し、提供されるコンテンツを映画であるものとして説明したが、本発明は、映
画館における使用のみに限定されるものではなく、例えば、テーマパークなど、ユーザが
多く集まるあらゆる場所や、インターネットを介したコンテンツデータの配信など、ユー
ザの嗜好情報が効率よく集められる手段において適用することが可能である。
【０４６０】
以上説明したように、ユーザが画質調整を行うことにより蓄積されたユーザの画像の嗜好
情報を記録している部分を含む、例えば、図３を用いて説明した持ち運び部１５などを、
テレビジョン受信装置１から取り外して持ち運び可能にすることにより、ユーザの画質の
嗜好情報を利用することができる。
【０４６１】
ユーザの画質の嗜好情報は、テレビジョン受信装置１のバージョンアップにおいて利用さ
れるのみならず、例えば、映画館など、多数の視聴者が集まる場所において、持ち運び部
１５などに格納されている履歴情報や係数種データを集計し、そのデータを基に、表示さ
れる画像の画質を、視聴者が全体的に高い満足度を得ることができる画質に調整して表示
させるようにしたり、集計された多数のデータからよりよい調整値を算出し、それぞれの
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持ち運び部１５に格納されている係数種データを更新したりすることが可能である。
【０４６２】
また、例えば、多くの映画上映施設を有する、いわゆるシネマコンプレックスなどにおい
て、同一の映画が複数の会場で上映される場合、それぞれの会場において上映される映画
の画質を、予め異なるものとし、持ち運び部１５などに記録されているそれぞれのユーザ
の嗜好情報に基づいて、対応するユーザの嗜好に最も合致した画質で上映される会場を案
内することが可能である。
【０４６３】
また、ユーザの画質の嗜好情報は、新たなテレビジョン受信機や各種画像表示装置などの
画質のパラメータ設計において非常に有効なデータであり、ユーザが多数集まる、例えば
、映画館やテーマパークなどにおいて本発明を適用すること、もしくは、インターネット
を介する情報通信など、不特定多数のユーザと情報の授受が可能な場合に本発明を適用す
ることなどにより、効率よく収集することができる。
【０４６４】
上述した一連の処理は、ソフトウェアにより実行することもできる。そのソフトウェアは
、そのソフトウェアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込まれているコ
ンピュータ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行す
ることが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、記録媒体からインストー
ルされる。
【０４６５】
この記録媒体は、図１、もしくは、図１４に示すように、コンピュータとは別に、ユーザ
にプログラムを提供するために配布される、プログラムが記録されている磁気ディスク２
１、もしくは２３１（フレキシブルディスクを含む）、光ディスク２２、もしくは２３２
（CD-ROM（Compact Disk-Read Only Memory），DVD（Digital Versatile Disk）を含む）
、光磁気ディスク２３、もしくは２３３（ＭＤ（Mini-Disk)（商標）を含む）、あるいは
、半導体メモリ２４、もしくは２３４などよりなるパッケージメディアなどにより構成さ
れる。
【０４６６】
また、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、記載
された順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されな
くとも、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【０４６７】
【発明の効果】
第１の本発明によれば、コンテンツデータを処理することができる。
また、第１の本発明によれば、複数のユーザに対して提供されるコンテンツデータを、複
数のユーザが有する情報処理装置に記憶されている付加情報を基に処理することができる
。
【０４６８】
第２の本発明によれば、ユーザの嗜好に合致したコンテンツの表示場所をユーザに案内す
ることができる。
また、第２の本発明によれば、複数のユーザが有する情報処理装置に記憶されている付加
情報を基に、ユーザの嗜好に合致したコンテンツの表示場所を表示させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】テレビジョン受信装置の構成を示すブロック図である。
【図２】５２５ｉ信号と１０５０ｉ信号の画素位置関係を示す図である。
【図３】図１の持ち運び部１５の構成を示すブロック図である。
【図４】ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）の単位画素ブロック内の４画素の中心予測タップか
らの位相ずれ（奇数フィールド）を示す図である。
【図５】ＨＤ信号（１０５０ｉ信号）の単位画素ブロック内の４画素の中心予測タップか
らの位相ずれ（偶数フィールド）を示す図である。
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【図６】履歴情報記憶部の構成を示すブロック図である。
【図７】画質を調整するためのユーザインターフェース例を示す図である。
【図８】図７の調整画面を拡大して示した図である。
【図９】係数種データの生成方法の一例を示す図である。
【図１０】係数種データ生成装置の構成例を示すブロック図である。
【図１１】解像度調整範囲の変化を説明するための図である。
【図１２】係数種データの生成方法の他の例を示す図である。
【図１３】係数種データ生成装置の他の構成例を示すブロック図である。
【図１４】パーソナルコンピュータの構成を示すブロック図である。
【図１５】画像信号処理１について説明するフローチャートである。
【図１６】係数種データ生成処理１について説明するフローチャートである。
【図１７】係数種データ生成処理２について説明するフローチャートである。
【図１８】他の実施の形態としての持ち運び部の構成を示すブロック図である。
【図１９】係数データ生成装置の構成例を示すブロック図である。
【図２０】画像信号処理２について説明するフローチャートである。
【図２１】係数データ生成処理について説明するフローチャートである。
【図２２】更に他の実施の形態としての持ち運び部の構成を示すブロック図である。
【図２３】予測タップの変更を説明するための図である。
【図２４】予測タップの変更を説明するための図である。
【図２５】予測タップの変更を説明するための図である。
【図２６】他の実施の形態としての係数種データ生成装置の構成を示すブロック図である
。
【図２７】ユーザ調整範囲について説明するための図である。
【図２８】更に他の実施の形態としての持ち運び部の構成を示すブロック図である。
【図２９】他の実施の形態としての係数データ生成装置の構成を示すブロック図である。
【図３０】画像処理装置の構成を示すブロック図である。
【図３１】図３０のデータ収集部の構成を示すブロック図である。
【図３２】データ収集方法の例について説明する図である。
【図３３】データ収集方法の例について説明する図である。
【図３４】図３０の演算処理部の構成を示すブロック図である。
【図３５】上映会場案内装置の外観構成図である。
【図３６】図３５の上映会場案内装置の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
１　テレビジョン受信装置，　１２　システムコントローラ，　１５　持ち運び部，　４
１　第１のタップ選択部，　４２　第２のタップ選択部，　４３　第３のタップ選択部，
　４４　空間クラス検出部，　４５　動きクラス検出部，　４６　クラス合成部，　４７
　推定予測演算部，　４８　正規化演算部，　４９後処理部，　５０　履歴情報記憶部　
５１　情報メモリバンク，　５２　係数生成部，　５３　係数メモリ，　５４　正規化係
数演算部，　５５　正規化係数メモリ，　９１　度数分布メモリ，　９２　カウンタ，　
９３　平均化部，　９４　経時変化メモリ，　１２１　係数種データ生成装置，　１４１
，１４２　入力端子，　１４３　ＳＤ信号生成部，　１４４　第１のタップ選択部，　１
４５第２のタップ選択部，　１４６　第３のタップ選択部，　１４７　空間クラス検出部
，　１４８　動きクラス検出部，　１４９　クラス合成部，　１５０　正規方程式生成部
，　１５１　係数種データ決定部，　１５２　係数種メモリ，　４０１　画像処理装置，
　４１１　データ収集部，　４１２　演算処理部，　４１３　画像処理制御部，　４１４
　画像処理部，　１４５　コンテンツデータ格納部，　４１６　表示制御部，　４２３　
蓄積部，　４５１　インターネット，４７２　集計演算部，　５０１　上映会場案内装置
，　５２３　蓄積部，　５２６　判定部，　５２７　表示制御部
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